
植
民
地
期
朝
鮮

・
台
湾
民
族
運
動
の
相
互
連
帯
に
関
す
る
一
試
論

そ
の
起
源
と
初
期
変
容
過
程
を
中
心
に

小

野

容

刀
口
い

ロ
μ
ハ

植民地期朝鮮・台湾民族運動の相互連帯に関する一試論（小野）

【
要
約
】
　
本
稿
は
未
だ
実
態
が
不
明
で
あ
る
植
民
地
期
の
朝
鮮
と
台
湾
の
民
族
解
放
運
動
の
相
互
連
帯
に
つ
い
て
、
そ
の
起
源
と
初
期
の
変
容
過
程
を
中

国
人
側
の
運
動
と
絡
め
て
鰐
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
朝
鮮
・
台
湾
民
族
運
動
の
相
互
連
帯
の
起
源
で
あ
る
新
亜
同
盟
党
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
一
九
～
五
年
に
東
京
で
組
織
さ
れ
た
新
亜
同
盟
党
は
、
朝
鮮
、
台
湾
、
中
国
の
留
学
生
が
協
力
し
て
日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略
か
ら
の
解
放
を
目
指
す
秘

密
結
社
で
あ
っ
た
。
第
二
章
と
第
三
章
で
は
、
官
憲
の
弾
圧
に
よ
っ
て
解
散
し
た
薪
亜
同
盟
党
の
留
学
生
が
、
一
九
二
一
年
に
上
海
で
再
会
し
、
再
び
相

互
連
帯
を
形
成
し
て
い
く
過
程
を
追
う
。
第
二
章
で
は
そ
の
背
景
と
な
っ
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
東
ア
ジ
ア
民
族
運
動
に
対
す
る
働
き
か
け
と
、
新
亜
同
盟

党
出
身
の
朝
鮮
人
と
中
国
人
が
共
産
主
義
運
動
に
加
わ
る
過
程
を
論
じ
る
。
第
三
章
で
は
同
盟
党
出
身
の
台
湾
人
留
学
生
が
朝
鮮
人
共
産
主
義
者
か
ら
の

働
き
か
け
を
受
け
て
朝
鮮
人
、
中
国
人
と
と
も
に
共
産
主
義
を
理
念
と
す
る
相
互
連
帯
に
加
わ
っ
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
四
巻
一
一
号
　
一
一
〇
＝
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
本
稿
は
、
植
民
地
期
の
朝
鮮
と
台
湾
の
民
族
解
放
運
動
の
相
互
連
帯
が
、
い
か
に
し
て
始
ま
り
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

　
こ
れ
ま
で
、
植
民
地
期
朝
鮮
・
台
湾
の
民
族
運
動
史
研
究
は
、
統
治
国
で
あ
る
日
本
や
主
た
る
亡
命
地
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
中
国
の
社
会
運
　
3
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動
と
の
関
連
に
着
目
し
た
研
究
は
あ
る
も
の
の
、
朝
鮮
と
台
湾
の
民
族
運
動
の
関
連
性
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の

実
態
は
未
解
明
だ
と
い
え
る
。
と
は
い
え
、
植
民
地
期
の
朝
鮮
・
台
湾
民
族
運
動
に
相
互
連
帯
が
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

例
え
ば
一
九
二
八
年
四
月
一
五
日
に
上
海
で
開
か
れ
た
台
湾
共
産
党
結
党
大
会
に
は
、
朝
鮮
人
独
立
運
動
家
の
呂
運
亨
が
参
加
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
朝
鮮
・
台
湾
の
民
族
運
動
の
相
互
連
帯
に
関
す
る
研
究
は
、
近
年
、
後
藤
乾
一
・
紀
旭
峰
・
羅
京
沫
の
諸
氏
に
よ
っ
て
『
亜
細
亜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

公
論
』
が
復
刻
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
大
き
く
変
わ
る
だ
ろ
う
。

　
『
亜
細
亜
公
論
匝
は
、
東
京
在
住
朝
鮮
人
の
柳
泰
慶
に
よ
っ
て
一
九
ニ
ニ
年
五
月
に
東
京
で
創
刊
さ
れ
た
、
「
人
類
主
義
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
す
る
総
合
雑
誌
で
あ
る
。
日
本
語
、
朝
鮮
語
（
漢
字
ハ
ン
グ
ル
混
じ
り
）
、
中
国
語
の
三
文
体
で
紙
面
が
構
成
さ
れ
、
朝
鮮
、
台
湾
、
申
国
、

日
本
の
知
識
人
に
加
え
て
、
イ
ン
ド
の
ビ
ハ
ー
リ
ー
・
ボ
ー
ス
も
寄
稿
す
る
な
ど
、
幅
広
い
国
際
交
流
を
実
現
さ
せ
た
画
期
的
な
メ
デ
ィ
ア
で

あ
り
、
朝
鮮
と
台
湾
の
民
族
運
動
の
相
互
連
帯
を
考
察
す
る
う
え
で
も
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
史
料
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
『
亜
細
亜
公
論
』
復
刻
と
同
時
に
発
表
さ
れ
た
「
解
題
」
、
お
よ
び
こ
れ
ら
を
土
台
に
し
て
書
か
れ
た
研
究
論
文
で
は
、
『
亜
細
亜
公
論
睡
の

媒
体
的
特
徴
だ
け
で
な
く
、
噸
亜
細
亜
公
論
臨
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
知
識
人
の
国
際
連
帯
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
紀
旭

峰
の
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
、
在
京
台
湾
入
の
民
族
運
動
の
展
開
に
朝
鮮
人
の
民
族
運
動
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
、
在
京
台
湾
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
言
論
活
動
に
朝
鮮
人
が
協
力
し
て
い
た
こ
と
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
の
朝
鮮
民
族
運
動
史
研
究
で
看
過
さ
れ
て
き
た
事
実
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
一
九
二
〇
年
代
は
じ
め
か
ら
中
盤
に
か
け
て
の
、
『
亜
細
亜
公
論
』
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
朝
鮮
・
台
湾
知
識

人
の
運
帯
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
朝
鮮
・
台
湾
の
民
族
運
動
の
相
互
連
帯
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
次
の
三
点
に
お
い
て
不
満
が
残
る
。

　
ひ
と
つ
め
は
、
朝
鮮
・
台
湾
民
族
運
動
の
相
互
連
帯
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
の
か
と
い
う
起
源
に
関
す
る
考
察

が
欠
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
朝
鮮
・
台
湾
民
族
運
動
の
相
互
連
帯
が
活
発
化
す
る
の
は
一
九
二
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、

実
際
は
一
九
一
〇
年
代
中
盤
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
一
九
一
〇
年
代
の
相
互
連
帯
と
一
九
二
〇
年
代
の
そ
れ
は
理
念
や
形
態
が
大
き
く
変
わ
っ

て
い
く
。
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植民地期朝鮮・台湾民族運動の相互連帯に関する一試論（！1・野）

　
次
に
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
や
社
会
主
義
思
想
が
相
互
連
帯
に
与
え
た
影
響
に
関
す
る
考
察
が
欠
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
共
産

主
義
運
動
は
世
界
革
命
を
目
指
す
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
運
動
で
あ
り
、
必
然
的
に
民
族
を
超
え
る
連
帯
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

前
の
日
本
と
朝
鮮
の
社
会
運
動
の
相
互
連
帯
も
共
産
主
義
に
よ
る
連
帯
が
中
心
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
も
注
目
さ
れ
て
き
た
。
朝
鮮
・

台
湾
民
族
運
動
の
相
互
連
帯
も
共
産
主
義
を
共
通
理
念
と
す
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
成
立
経
緯
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
朝
鮮
・
台
湾
民
族
運
動
の
相
互
連
帯
と
中
国
人
と
の
関
係
に
触
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
詳
し
く
は
本
稿
で
論
じ

る
が
、
朝
鮮
と
台
湾
の
民
族
運
動
の
相
互
連
帯
は
朝
鮮
人
と
台
湾
人
の
み
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
中
国
の
運
動
も
含
め
た
東
ア

ジ
ア
民
族
運
動
間
の
相
互
連
帯
の
一
部
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
東
ア
ジ
ア
と
い
う
広
い
視
野
で
朝
鮮
・
台
湾
民
族
運
動
の
相
互
連

帯
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
一
九
一
〇
年
代
に
遡
り
朝
鮮
・
台
湾
民
族
運
動
の
相
互
連
帯
が
い
か
に
し
て
始
ま
っ
た
の
か
と
い
う

起
源
を
ま
ず
考
察
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
そ
れ
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
し
て
共
産
主
義
を
共
通
の
理
念
と
す
る
連
帯
へ
と
変
容
し
た
の
か
を
、

中
国
人
側
の
運
動
と
絡
め
て
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
こ
こ
で
共
産
主
義
に
よ
る
連
帯
へ
の
変
容
を
取
り
あ
げ
る
の
は
、
次
の
三
つ
の
理
由

に
よ
る
。
ひ
と
つ
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
社
会
主
義
や
共
産
主
義
が
相
互
連
帯
に
及
ぼ
す
影
響
力
の
大
き
さ
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
一
九

一
〇
年
代
の
相
互
連
帯
の
担
い
手
と
共
産
主
義
に
よ
る
連
帯
の
担
い
手
が
同
一
で
あ
る
た
め
、
相
互
連
帯
の
性
格
の
変
容
過
程
を
よ
り
鮮
明
に

で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
そ
の
共
産
主
義
を
共
通
の
理
念
と
す
る
連
帯
が
、
一
九
～
＝
一
年
の
『
亜
細
亜
公
論
』
と
ほ
ぼ
同
時
期

に
（
厳
密
に
い
え
ば
、
一
足
早
く
）
成
立
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
、
『
亜
細
亜
公
論
隔
が
一
九
一
〇
年
代
か
ら
の
朝
鮮
・
台

湾
民
族
運
動
の
相
互
連
帯
の
歴
史
の
い
か
な
る
変
化
の
過
程
で
登
場
し
た
の
か
と
い
う
点
と
、
同
時
代
に
成
立
し
て
い
た
共
産
主
義
的
連
帯
と

の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
に
関
し
て
示
唆
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
本
稿
は
『
亜
細
亜
公
論
隔
を
直
接
的

な
分
析
対
象
と
は
し
な
い
が
、
こ
れ
に
関
し
て
も
簡
単
に
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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①
台
湾
総
督
府
警
務
局
噸
台
湾
総
督
府
警
察
沿
革
誌
第
二
編
領
台
以
降
の
治
安

　
状
況
㎞
中
巻
、
～
九
三
九
年
七
月
。
引
用
は
同
史
料
の
復
刻
版
で
あ
る
台
湾
総
督

　
府
警
務
親
中
台
湾
社
会
運
動
面
㎞
龍
渓
書
論
、
　
一
九
七
三
年
、
五
九
〇
頁
。
以
下
、

　
同
書
か
ら
の
引
用
は
噸
社
会
運
動
史
㎞
と
略
す
。

②
後
藤
乾
丁
零
旭
峰
・
羅
京
沫
『
亜
細
亜
公
論
・
大
東
公
論
』
全
三
巻
、
龍
渓

　
書
舎
、
一
～
○
○
入
年
。
な
お
、
同
復
刻
版
第
三
巻
所
収
の
『
大
東
公
論
』
創
刊
号

　
（
東
京
、
～
九
二
三
年
七
月
）
は
『
亜
細
亜
公
論
』
の
実
質
的
な
後
継
誌
と
さ
れ

　
て
い
る
。
同
復
刻
版
所
収
の
「
解
題
」
で
は
、
門
創
刊
号
の
み
発
行
さ
れ
た
」
と

　
あ
る
が
、
実
際
は
一
九
二
四
年
二
月
発
行
の
第
二
号
が
窟
藤
實
記
念
館
に
所
蔵
さ

　
れ
て
い
る
。

③
後
藤
乾
7
紀
旭
峰
・
羅
京
沫
「
解
題
」
前
掲
『
亜
細
亜
公
論
・
大
東
公
論
㎞
、

　
一
～
九
〇
頁
、
後
藤
乾
一
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
雑
誌
欄
亜
細
亜
公
論
㎞
」
『
ア

　
ジ
ア
太
平
洋
討
究
』
　
＝
一
号
、
二
〇
〇
九
年
、
羅
京
沫
「
柳
泰
慶
と
噸
亜
細
亜
公

　
論
』
」
東
北
亜
歴
史
財
団
編
『
東
ア
ジ
ア
の
知
識
交
流
と
歴
史
記
憶
』
韓
国
東
北

　
亜
歴
史
財
団
、
二
〇
〇
九
年
、
紀
旭
峰
「
雑
誌
『
獲
細
亜
公
論
』
に
み
る
大
正
期

　
東
ア
ジ
ア
知
識
人
の
連
携
」
曲
輪
ぺ
叫
ロ
τ
糾
饅
干
』
　
一
七
集
、
二
〇
〇
九
年
。

④
詳
し
く
は
前
掲
紀
旭
峰
「
雑
誌
『
亜
細
亜
公
論
㎞
に
み
る
大
正
期
束
ア
ジ
ア
知

　
識
人
の
連
携
」
、
七
四
～
七
九
頁
を
参
照
。

⑤
石
坂
浩
一
『
近
代
日
本
の
社
会
主
義
と
朝
鮮
』
社
会
評
論
社
、
一
九
九
三
年
、

　
松
尾
尊
禿
「
コ
ス
モ
倶
楽
部
小
史
」
『
京
都
橘
女
子
大
学
研
究
紀
要
㎞
二
六
号
、

　
二
〇
〇
〇
年
な
ど
。
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一
　
新
亜
同
盟
党
　
　
東
京
に
お
け
る
朝
鮮
・
台
湾
・
中
国
人
留
学
生
の
反
日
同
盟
一

　
～
九
一
五
年
四
月
の
西
来
庵
事
件
を
最
後
に
、
台
湾
の
抗
日
運
動
は
武
力
闘
争
か
ら
政
治
闘
争
に
転
換
し
、
在
日
台
湾
人
留
学
生
が
そ
の
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

創
期
の
主
な
握
い
手
と
な
っ
た
。
一
方
、
朝
鮮
の
民
族
運
動
も
、
一
九
一
〇
年
代
は
朝
鮮
内
が
武
断
統
治
下
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

在
日
朝
鮮
人
留
学
生
が
出
版
活
動
を
中
心
と
す
る
民
族
運
動
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
植
艮
地
下
に
置
か
れ
て
い
た
朝
鮮
人
と
台
湾

人
の
活
動
家
が
出
会
い
、
初
め
て
民
族
運
動
の
連
帯
を
試
み
る
の
は
、
朝
鮮
内
や
台
湾
島
内
で
は
な
く
日
本
の
東
京
で
あ
り
、
そ
の
担
い
手
は

留
学
生
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
朝
鮮
と
台
湾
の
在
日
留
学
生
の
民
族
運
動
の
逮
帯
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
関
し
て
、
朝
鮮
総
督
府
東
京
出
張
所
や
内
務
省
の
朝
鮮
人
取
締
り
を
目
的
と
し
た
報
告
書
に
は
ほ
と
ん
ど
記
述
が
見
ら
れ
な
い
｝
方
で
、

一
九
三
九
年
に
作
成
さ
れ
た
台
湾
総
督
府
警
務
局
『
台
湾
総
督
府
警
察
沿
革
誌
』
は
、
「
支
那
及
朝
鮮
人
留
学
生
と
の
提
携
」
と
い
う
項
目
ま

で
設
け
て
詳
細
に
記
し
て
い
る
（
こ
の
こ
と
か
ら
、
朝
鮮
と
台
湾
の
民
族
運
動
の
結
び
つ
き
を
恐
れ
て
い
た
の
は
、
朝
鮮
よ
り
も
、
む
し
ろ
台
湾
総
督
府
側

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
）
。
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そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
〇
年
代
の
東
京
在
住
の
台
湾
人
留
学
生
は
社
会
問
題
や
政
治
問
題
に
あ
ま
り
関
心
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
朝
鮮
人
や

中
国
入
か
ら
「
唯
々
諾
々
日
本
統
治
下
に
屈
従
す
る
愚
」
を
嘲
笑
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
一
九
年
に
三
・
一
運
動
や
五
・
四
運
動
が
起

こ
る
と
、
台
湾
人
留
学
生
も
そ
れ
に
刺
戟
を
受
け
て
「
台
湾
は
台
湾
人
の
台
湾
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
主
張
し
、
本
格
的
に
民
族
運
動
を
開

始
し
た
。
そ
し
て
、
台
湾
人
に
比
べ
遥
か
に
民
族
運
動
が
進
ん
で
い
た
朝
鮮
人
に
接
近
し
、
朝
鮮
人
主
宰
の
『
亜
細
亜
公
論
』
や
『
青
年
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

鮮
』
な
ど
に
頻
繁
に
論
説
を
投
稿
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
つ
ま
り
、
台
湾
総
督
府
警
務
局
の
把
握
に
よ
れ
ば
、
～
九
一
〇
年
代
は
朝
鮮
、
台
湾
の
両
留
学
生
の
連
帯
は
見
ら
れ
ず
、
三
・
一
運
動
な
ど

の
影
響
を
受
け
て
台
湾
人
留
学
生
が
本
格
的
に
民
族
運
動
を
始
め
、
朝
鮮
人
の
民
族
運
動
に
接
近
し
た
こ
と
に
よ
り
両
者
の
連
帯
が
始
ま
っ
た

こ
と
に
な
る
。
事
実
、
両
者
の
連
帯
が
活
発
化
す
る
の
は
一
九
二
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
把
握
は
全
く
の
問
違
い
で
は
な
い
。

し
か
し
、
台
湾
総
督
府
に
も
察
知
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
台
湾
人
留
学
生
は
、
一
九
一
〇
年
代
中
盤
の
時
点
で
、
朝
鮮
と
中
国
の
留
学

生
と
と
も
に
抗
日
運
動
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
の
平
和
を
目
指
す
秘
密
結
社
・
新
亜
同
盟
党
を
結
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
新
亜
同
盟
党
は
、
中
国
史
の
分
野
で
は
石
川
禎
浩
の
『
中
国
共
産
党
成
立
史
』
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
朝
鮮
史
の
分
野
で
も
共
産
主
義
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

史
研
究
な
ど
で
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
る
団
体
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
主
に
共
産
主
義
運
動
史
研
究
の
分
野
で
新
亜
同
盟
党
が
論
じ
ら
れ
て
き

た
の
は
、
後
に
新
亜
同
盟
党
が
母
体
と
な
っ
て
朝
鮮
・
申
国
の
初
期
共
産
主
義
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
新
亜
同

盟
党
は
朝
鮮
、
中
国
社
会
主
義
の
淵
源
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
新
亜
同
盟
党
に
台
湾
人
留
学
生
も
所
属
し
て

い
た
こ
と
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
朝
鮮
、
中
国
、
日
本
の
史
料
を
同
時
に
活
用
し
た
研
究
で
も
な
い
た
め
、
新
妻
同
盟
党
の

結
成
過
程
と
活
動
の
実
態
に
関
し
て
も
詳
し
く
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

　
後
述
す
る
が
、
新
亜
同
盟
党
は
機
関
誌
を
発
行
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
新
亜
同
盟
党
の
実
態
を
具
体
的
に
知
り
得
る
史
料
は
限
ら

れ
て
お
り
、
新
盆
同
盟
党
結
成
か
ら
最
も
近
接
し
た
時
期
に
作
成
さ
れ
た
官
憲
史
料
で
あ
る
中
第
二
七
四
号
「
新
亜
同
盟
党
組
織
二
関
ス
ル
件

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
六
年
五
月
三
十
一
日
調
）
」
、
新
亜
同
盟
党
発
起
人
の
ひ
と
り
で
あ
る
中
国

（
大
正
六
年
三
月
十
四
日
）
」
と
警
保
局
「
朝
鮮
人
概
況
第
一
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⑧

人
・
瞬
断
民
の
後
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
く
伝
記
「
黄
介
民
同
志
伝
略
」
、
朝
鮮
人
参
加
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
金
漆
沫
の
回
顧
録
『
邊
転

　
　
⑨

金
鍛
沫
晒
程
度
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
相
互
比
較
・
対
照
を
通
し
て
、
新
亜
同
盟
党
の
結
成
過
程
、
組
織
目

的
、
活
動
、
解
散
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
新
亜
岡
盟
党
の
参
加
者
に
関
し
て
は
付
表
「
新
亜
同
盟
党
参
加
者
一
覧
」
で
ま
と
め

て
あ
る
た
め
、
人
名
に
関
す
る
叙
述
は
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
る
。

　
ま
ず
結
成
過
程
だ
が
、
手
脚
沫
の
回
顧
録
が
最
も
詳
細
な
の
で
、
少
し
長
い
が
引
用
し
よ
う
。
な
お
、
引
用
文
中
の
（
）
は
金
鍛
沫
自
身

に
よ
る
注
釈
で
あ
り
、
筆
者
も
必
要
に
よ
っ
て
［
］
で
か
こ
ん
だ
注
釈
を
付
け
た
。

40　（274）

　
そ
の
年
コ
九
一
五
年
i
筆
者
］
の
秋
に
は
も
う
ひ
と
つ
秘
密
結
社
を
作
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
私
の
［
早
稲
田
大
学
専
門
部
の
　
　
筆
者
］
同
級
生

で
あ
る
崔
益
俊
が
、
外
国
語
学
校
に
通
う
河
相
術
と
　
緒
に
私
の
と
こ
ろ
に
来
て
、
一
度
中
国
入
と
会
っ
て
反
帝
国
主
義
運
動
を
起
こ
そ
う
と
い
う
も
の
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
マ

つ
た
。
私
は
決
心
し
て
、
す
ぐ
に
三
入
で
（
東
京
神
田
区
中
華
料
理
屋
で
、
そ
の
翌
年
の
二
十
四
歳
の
春
に
結
団
式
）
中
国
基
督
青
年
会
館
［
正
し
く
は
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

華
留
日
基
督
教
青
年
会
館
一
筆
者
］
に
行
き
、
黄
覚
（
介
民
）
、
羅
害
谷
［
正
し
く
は
羅
諮
－
筆
者
〕
、
都
皇
民
、
彰
盛
栄
［
台
湾
人
で
正
し
く
は
彰
華

英
一
筆
者
］
な
ど
と
会
っ
た
。

　
話
は
う
ま
く
進
み
、
数
日
後
に
我
々
の
側
で
は
崔
益
俊
、
河
相
術
、
努
顯
鎭
、
鄭
魯
混
、
張
徳
秀
、
金
明
植
、
金
良
沫
、
金
壷
沫
ら
、
中
国
人
側
で
は
黄

門
、
鄭
潔
民
、
謝
風
雅
、
常
流
谷
ら
、
台
湾
入
で
は
彰
華
栄
が
参
席
す
る
な
ど
、
同
志
が
三
十
余
人
集
ま
っ
た
。
黄
暴
民
が
剣
を
抜
き
、
厳
粛
に
、
組
織
名

称
を
「
新
亜
同
盟
党
」
と
し
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
日
本
帝
国
主
義
を
打
倒
し
、
新
し
い
ア
ジ
ア
を
建
て
る
た
め
に
、
当
面
は
打
倒
日
本
帝
国
主
義
に
全
力
を

尽
く
そ
う
と
い
う
誓
い
を
立
て
た
。
そ
し
て
、
中
国
、
台
湾
、
朝
鮮
の
同
志
で
結
成
し
て
、
今
後
は
ア
ジ
ア
弱
小
民
族
の
同
志
も
追
加
さ
せ
る
こ
と
に
し
た

　
　
　
⑩

の
で
あ
る
。

ま
ず
金
鍛
沫
の
回
顧
か
ら
、
新
亜
同
盟
党
結
成
の
計
画
は
崔
益
城
と
河
相
街
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
関
す
る
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詳
し
い
記
述
が
「
新
亜
同
盟
党
弊
織
二
関
ス
ル
件
」
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
河
相
術
は
外
国
語
学
校
中
国
語
科
の
学
生
で
あ
り
、
中

国
人
の
挑
薦
楠
と
親
交
が
あ
っ
た
。
河
相
衡
は
筆
下
楠
が
反
日
思
想
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
熟
知
し
て
お
り
、
朝
鮮
の
国
権
回
復
に
関
し
て
挑

薦
楠
に
応
援
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
日
本
が
中
国
に
対
し
て
侮
蔑
的
態
度
を
取
る
事
に
対
し
て
憤
慨
し
て
い
た
挑
薦
楠
は
同
意
し
た
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

彼
ら
は
同
志
集
め
に
奔
走
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
一
九
一
五
年
と
い
う
時
期
、
侮
蔑
的
態
度
と
い
う
表
現
か
ら
察
す
る
に
、
挑
薦
楠
が
日
本
に
対
し
て
憤
慨
す
る
に
至
っ
た
直
接
的
な
要
因
は
、

日
本
政
府
が
一
九
一
五
年
一
月
に
衰
世
凱
政
権
に
突
き
付
け
た
二
十
一
ヵ
条
要
求
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
二
十
一
ヵ
条
要
求
は
中
国
の
反
日
運
動
を
活
発
化
さ
せ
、
日
本
で
も
当
時
早
稲
田
大
学
に
通
っ
て
い
た
李
大
照
を
中
心
に
留
学
生
に
よ
る
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

対
活
動
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
李
大
義
ら
は
二
十
一
ヵ
条
要
求
を
韓
国
併
合
と
同
じ
文
脈
で
捉
え
て
い
た
。
つ
ま
り
、
第
一
次
世
界
大
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
参
戦
し
た
日
本
の
中
国
侵
略
が
本
格
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
危
機
感
が
高
ま
っ
た
中
国
人
留
学
生
と
、
日
本
の
植
民
地
支
配

か
ら
の
独
立
を
望
む
朝
鮮
人
留
学
生
と
が
「
反
日
」
を
共
通
軸
と
し
て
結
ば
れ
た
こ
と
が
、
新
亜
同
盟
党
が
生
ま
れ
た
背
景
に
な
っ
た
と
考
え

　
　
⑭

ら
れ
る
。
こ
れ
に
、
同
じ
く
日
本
の
植
民
地
支
配
を
受
け
て
い
る
台
湾
人
留
学
生
が
加
わ
る
形
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
河
相
街
と
銚
薦
楠
が
そ
れ
ぞ
れ
学
界
を
集
め
た
結
果
が
、
一
九
一
五
年
秋
の
中
華
留
日
基
督
教
青
年
会
館
で
開
か
れ
た
会
合
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

そ
の
数
日
後
に
開
か
れ
た
「
三
十
余
人
」
の
会
合
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
後
者
の
会
合
で
は
明
治
大
学
に
留
学
し
て
い
た
中
国
人
の
黄
介
民
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

誓
い
を
立
て
て
い
る
が
、
金
韻
学
は
黄
介
民
に
つ
い
て
新
亜
岡
盟
党
の
団
長
だ
っ
た
と
も
述
べ
て
お
り
、
「
朝
鮮
人
概
況
第
＝
も
薪
亜
同
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

党
の
発
起
人
と
し
て
真
っ
先
に
黄
雲
艮
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
盤
同
盟
党
結
成
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
、
河
相
街
と
挑
薦
楠

か
ら
次
第
に
黄
介
民
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
な
お
、
金
鍛
沫
は
こ
れ
ら
の
会
合
に
台
湾
人
留
学
生
の
彰
五
二
も
同
席
し
て
い
た
と
回

顧
し
て
い
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、
こ
れ
が
朝
鮮
と
台
湾
の
留
学
生
の
最
初
の
交
流
で
あ
る
。

　
金
鐵
沫
の
回
顧
録
は
、
こ
の
一
九
一
五
年
秋
の
「
三
十
余
人
」
の
会
合
で
組
織
の
名
称
な
ど
が
決
ま
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
一
方

で
、
「
東
京
神
田
区
中
華
料
理
屋
で
、
そ
の
翌
年
の
二
十
四
歳
の
春
に
結
団
式
」
と
い
う
注
釈
も
付
さ
れ
て
お
り
、
新
亜
同
盟
党
の
具
体
的
な
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⑱

結
成
時
期
に
関
し
て
は
曖
昧
で
あ
る
。
結
成
時
期
に
関
し
て
は
、
「
新
亜
同
盟
党
組
織
二
関
ス
ル
件
」
が
一
九
　
五
年
秋
、
「
朝
鮮
人
概
況
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

一
」
が
…
九
一
五
年
一
〇
月
頃
と
伝
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
正
式
な
結
団
式
自
体
は
一
九
＝
ハ
年
春
に
開
か
れ
た
と
し
て
も
、
一
九
一
五

年
秋
（
お
そ
ら
く
～
○
月
頃
）
の
「
三
十
余
人
」
の
会
合
が
、
実
質
的
な
結
成
式
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
結
成
当
初
の
新
亜
同
盟
党
の
規
模
は
、

「
朝
鮮
人
概
況
第
一
」
に
よ
れ
ば
「
氏
名
ノ
判
明
セ
ル
モ
ノ
朝
鮮
人
十
六
名
、
支
那
人
十
二
名
、
台
湾
人
好
名
ノ
計
三
十
名
」
で
あ
っ
た
。

金
平
沫
の
「
三
十
余
人
」
と
い
う
回
顧
や
、
前
述
し
た
四
つ
の
史
料
を
総
合
し
て
筆
者
が
作
成
し
た
付
表
「
薪
亜
同
盟
党
参
加
者
一
覧
」
の
民

族
比
率
と
も
か
な
り
近
い
の
で
、
官
憲
の
把
握
は
お
お
よ
そ
正
確
だ
と
い
え
る
。
な
お
、
二
名
の
台
湾
人
参
加
者
の
う
ち
ひ
と
り
は
彰
華
英
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

残
る
も
う
ひ
と
り
の
参
加
者
が
察
国
禎
で
あ
る
こ
と
は
内
務
省
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
次
に
新
亜
同
盟
党
の
組
織
目
的
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
官
憲
側
史
料
の
「
朝
鮮
人
概
況
第
一
」
お
よ
び
「
新
亜
同
盟
党
組
織
二
関

ス
ル
件
」
は
、
新
宮
同
盟
党
の
匿
的
は
朝
鮮
、
中
国
、
台
湾
の
留
学
生
が
互
い
に
協
力
し
て
、
朝
鮮
の
国
権
を
回
復
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
報

　
　
　
　
⑳

醒
し
て
い
る
。
～
方
、
新
亜
同
盟
党
結
成
を
主
導
し
た
黄
介
民
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
強
権
に
反
対
し
て
相
互
に
助
け
合
い
、
時
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

を
審
察
し
て
前
後
し
て
各
地
の
独
立
を
謀
り
、
～
大
同
盟
を
締
結
し
て
ア
ジ
ア
の
大
局
を
主
持
し
、
世
界
の
平
和
を
維
持
す
る
」
こ
と
が
新
亜

同
盟
党
の
目
的
で
あ
っ
た
。
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
金
鍛
沫
も
新
品
同
盟
党
は
中
国
、
台
湾
、
朝
鮮
の
同
志
に
よ
っ
て
「
日
本
帝
国
主
義
を

打
倒
し
、
新
し
い
ア
ジ
ア
を
建
て
る
」
団
体
だ
っ
た
と
回
顧
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
語
同
盟
党
の
当
事
者
は
、
そ
の
組
織
目
的
を
朝
鮮

問
題
に
限
定
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
上
記
官
憲
史
料
に
見
ら
れ
る
新
亜
同
盟
党
に
関
す
る
記
述
は
、
そ
れ
が
朝
鮮
人
取
締
り
を
目
的
と

し
て
作
成
さ
れ
た
た
め
、
実
際
以
上
に
朝
鮮
人
の
影
響
力
を
誇
張
し
て
い
る
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
黄
介
民
、
金
鍛
沫
の
回
想
と
、

日
本
の
中
国
進
出
に
伴
う
朝
鮮
と
中
国
の
留
学
生
の
利
害
の
一
致
が
新
亜
同
盟
党
結
成
の
背
景
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
新

貨
同
盟
党
は
、
日
本
の
植
民
地
・
半
植
民
地
支
配
か
ら
朝
鮮
、
台
湾
、
中
国
を
解
放
し
て
ア
ジ
ア
の
平
和
を
実
現
す
る
た
め
に
、
朝
鮮
、
台
湾
、

中
国
の
同
志
で
互
い
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
新
亜
同
盟
党
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
手
が
か
り
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
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れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
党
員
の
募
集
を
広
く
行
っ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
黄
窮
民
は
新
亜
同
盟
党
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
間
も
な
く
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

河
相
術
ら
と
と
も
に
京
城
を
訪
れ
、
朝
鮮
内
の
独
立
運
動
家
と
交
流
し
た
後
、
北
京
に
渡
り
李
大
熊
ら
と
面
会
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ

の
黄
介
民
と
河
相
術
の
北
京
行
き
は
官
憲
に
察
知
さ
れ
て
お
り
、
内
務
省
は
「
尚
最
近
在
北
京
黄
介
民
、
河
相
街
等
ヨ
リ
在
東
京
同
志
ノ
許
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

達
シ
タ
ル
情
報
二
拠
レ
バ
支
那
地
方
棚
曇
テ
モ
相
当
ノ
同
志
ア
リ
且
印
度
革
命
派
所
属
同
志
ニ
シ
テ
加
入
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
ノ
コ
ト
ナ
リ
」

と
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
在
日
留
学
生
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
内
や
中
国
で
も
孝
志
の
募
集
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

イ
ン
ド
人
活
動
家
も
加
入
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
先
に
引
用
し
た
金
鍛
沫
の
回
顧
に
あ
る
「
ア
ジ
ア
弱
小
民
族
の
同
志
も

追
加
」
さ
せ
る
計
画
を
実
行
に
移
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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し
か
し
、
金
融
沫
は
新
亜
同
盟
党
の
活
動
に
つ
い
て
「
組
織
し
た
だ
け
で
、
し
た
こ
と
は
何
も
無
い
」
と
い
い
切
っ
て
お
り
、
党
員
募
集
と

会
合
を
開
く
以
外
の
活
動
は
、
あ
ま
り
活
発
で
な
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
新
里
同
盟
党
は
活
発
な
活
動
を
展
開
し

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
新
里
同
盟
党
組
織
二
関
ス
ル
件
」
に
は
、
日
本
在
留
学
生
に
対
す
る
党
員
募
集
の
方
法
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま

ず
新
薬
同
盟
党
の
党
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
学
生
を
選
定
す
る
。
そ
し
て
、
勧
誘
担
当
者
が
そ
の
学
生
に
接
触
し
、
ま
ず
新
薬
同
盟
党
が
東
洋

永
遠
の
平
和
を
確
保
す
る
た
め
に
朝
鮮
、
台
湾
、
中
国
人
で
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
組
織
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
そ
の
反
応
を
見

て
か
ら
初
め
て
新
羅
同
盟
党
の
「
真
ノ
目
的
」
、
つ
ま
り
日
本
の
朝
鮮
、
台
湾
、
中
国
侵
略
か
ら
の
解
放
を
目
指
す
組
織
で
あ
る
こ
と
を
告
げ

る
。
そ
の
後
、
勧
誘
人
立
会
い
の
も
と
、
東
京
神
田
の
中
華
留
日
基
督
教
青
年
会
館
の
田
紳
楠
の
部
屋
で
「
誓
盟
書
」
に
署
名
・
捺
印
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
入
党
手
続
き
が
完
了
と
な
る
が
、
そ
の
「
誓
罫
書
」
は
即
時
焼
き
払
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
党
員
名
簿
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

組
織
目
的
な
ど
に
関
す
る
文
書
も
作
成
し
て
お
ら
ず
、
諸
般
の
打
ち
合
わ
せ
ば
す
べ
て
口
頭
で
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
金
活
況
は
、
秘
密
結
社
で
あ
っ
た
童
心
同
盟
党
の
存
在
は
「
後
に
私
が
朝
鮮
に
戻
っ
て
か
ら
ロ
九
一
七
年
九
月
二
日
に
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

業
に
よ
り
帰
国
…
…
筆
者
］
明
る
み
に
で
た
ら
し
い
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
実
際
は
そ
れ
以
前
か
ら
官
憲
に
存
在
が
察
知
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
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が
、
少
な
く
と
も
一
九
～
七
年
九
月
ま
で
は
新
患
同
盟
党
の
存
在
が
明
る
み
に
で
な
か
っ
た
と
金
鍛
沫
が
思
い
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
察
す
る

に
、
新
品
同
盟
党
が
記
録
文
書
を
残
さ
な
い
な
ど
極
め
て
慎
重
に
活
動
し
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。
党
員
募
集
以
外
の
活
動
が
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
の
は
、
新
亜
同
盟
党
が
官
憲
に
存
在
を
隠
す
こ
と
を
重
視
し
て
活
動
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
実
際
、
こ
う
し
た
官
憲
に
対
す
る
慎
重
な
活
動
が
功
を
奏
し
て
、
新
亜
同
盟
党
は
検
挙
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ

う
に
、
新
学
岡
各
党
は
秘
密
結
社
の
組
織
形
態
を
取
っ
て
い
る
が
、
秘
密
結
社
は
治
安
警
察
法
第
十
四
条
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
官
憲

に
存
在
が
察
知
さ
れ
て
い
た
以
上
検
挙
対
象
と
な
る
。
し
か
し
、
官
憲
は
「
新
亜
同
盟
党
ハ
秘
密
結
社
ト
シ
テ
検
挙
ス
ベ
キ
モ
ノ
」
と
認
識
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
が
ら
も
、
「
仮
令
家
宅
捜
索
等
ヲ
行
テ
モ
証
懸
ヲ
得
ル
コ
ト
困
難
ナ
ル
」
た
め
、
「
今
暫
ク
本
党
ノ
監
視
」
す
る
に
留
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
官
憲
に
監
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
新
里
同
盟
党
の
対
応
も
迅
速
で
あ
っ
た
。
「
朝
鮮
人
概
況
面
こ
の
続
編
「
朝
鮮
人
概
況

第
二
（
大
正
七
年
五
月
ご
一
十
｝
日
野
）
」
に
よ
れ
ば
、
～
九
一
七
年
九
月
三
〇
日
、
新
亜
同
盟
党
の
「
領
袖
」
に
よ
っ
て
組
織
の
今
後
に
関
す
る

会
合
が
持
た
れ
た
。
な
お
、
朝
鮮
人
の
影
響
力
を
誇
張
す
る
史
料
の
性
質
上
、
「
領
袖
」
は
金
明
植
、
金
融
演
ら
朝
鮮
人
の
名
前
し
か
書
か
れ

て
い
な
い
が
、
会
合
の
場
所
が
結
成
式
と
同
様
に
神
田
の
中
華
料
理
屋
「
第
一
中
華
楼
［
中
華
第
一
楼
　
　
筆
者
］
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
中

国
人
、
台
湾
人
を
含
め
た
議
論
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
論
点
は
厳
密
な
「
其
ノ
筋
ノ
視
察
」
に
対
す
る
「
善
後
策
」
で
あ
っ
た
。
ど
れ
だ
け
官
憲
の
視
察
が
厳
し
く
な
ろ
う
と
も
、
新
亜
同
盟
党
を

継
続
し
愛
国
心
を
鼓
吹
し
な
け
れ
ば
国
権
回
復
の
機
会
は
訪
れ
な
い
と
い
う
「
硬
論
」
を
・
斜
張
す
る
金
匠
演
ら
と
、
視
察
下
で
は
何
も
為
し
得

な
い
だ
け
で
な
く
、
｝
般
学
生
の
生
活
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、
時
期
の
到
来
を
待
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
「
軟
論
」
を
主
張
す
る
金
明
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ら
が
対
立
、
結
果
「
軟
論
」
が
こ
れ
を
制
し
新
道
同
盟
党
の
解
散
が
決
ま
っ
た
。
前
述
し
た
一
九
一
七
年
九
月
二
日
に
帰
国
し
て
以
降
、
新
旧

同
盟
党
の
存
在
が
知
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
金
奇
声
の
回
顧
と
、
九
月
三
〇
日
と
い
う
会
合
が
開
か
れ
た
日
付
を
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
官
憲

に
視
察
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
新
亜
岡
盟
党
の
メ
ン
バ
ー
は
即
座
に
会
合
を
開
き
、
解
散
を
決
議
し
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
時
期
の

到
来
を
待
つ
べ
き
と
い
う
意
見
が
勝
っ
た
こ
と
は
、
黄
暴
民
の
述
べ
る
「
時
期
を
審
察
」
す
る
と
い
う
新
亜
同
盟
党
の
目
的
と
も
符
合
す
る
。
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し
た
が
っ
て
、
白
亜
同
盟
党
は
官
憲
に
存
在
を
隠
す
こ
と
を
重
視
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
す
ぐ
に
反
日
活
動
に
出
る
の
で
は
な
く
、
し
か
る
べ

き
時
期
を
待
つ
こ
と
も
活
動
方
針
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
朝
鮮
・
台
湾
民
族
運
動
の
相
互
連
帯
の
最
初
の
事
例
で
あ
る
新
宅
同
盟
党
に
関
し
て
、
現
存
史
料
を
で
き
る
限
り
駆
使
し
て
、
そ
の

結
成
過
程
、
目
的
、
活
動
、
解
散
を
検
討
し
て
き
た
。
本
章
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
新
式
同
盟
党
の
特
徴
を
い
く
つ
か
整
理
し
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
、
新
繭
同
盟
党
は
中
国
人
留
学
生
が
主
導
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
つ
の
民
族
を
束
ね
る
団
長
の
役
目
を
担
っ
た
の
は
中
国

人
留
学
生
の
黄
介
民
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
新
出
同
盟
党
結
成
直
前
の
会
合
や
入
党
手
続
き
が
中
華
留
日
基
督
教
青
年
会
館
、
結
団
式
や
解
散
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

決
定
し
た
会
合
が
第
～
中
華
楼
な
ど
中
華
料
理
屋
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
場
所
の
確
保
も
中
国
人
留
学
生
が
行
っ
て
い
た
。
加
え

て
、
新
帝
同
盟
党
の
計
画
を
聞
い
た
金
魚
沫
が
中
華
留
日
基
督
教
青
年
会
館
に
出
向
い
た
と
き
、
そ
こ
に
台
湾
人
留
学
生
の
露
華
英
が
い
た
こ

と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
朝
鮮
人
留
学
生
と
台
湾
人
留
学
生
の
最
初
の
相
互
連
帯
を
仲
介
し
た
の
も
中
国
人
留
学
生
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

裏
返
せ
ば
朝
鮮
と
台
湾
の
留
学
生
の
最
初
の
連
帯
は
自
発
的
に
生
じ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
例
え
ば
、
官
憲
か
ら
「
軟
論
」
派
の

「
領
袖
」
と
目
さ
れ
た
金
明
植
と
、
台
湾
人
参
加
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
察
国
富
は
と
も
に
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
科
専
門
部
の
留
学
生
で
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

年
（
一
九
～
八
年
卒
）
も
一
緒
で
あ
る
。
両
者
に
面
識
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
く
、
朝
鮮
人
留
学
生
と
台
湾
人
越
生
は
学
校
レ
ベ
ル
で
の
出

会
い
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
運
動
レ
ベ
ル
に
お
け
る
両
者
の
連
帯
は
、
中
国
人
留
学
生
側
の
仲
介
が
あ
っ
て
初
め
て
成

立
し
得
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
一
九
一
〇
年
代
中
盤
の
時
点
で
、
日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略
か
ら
の
解
放
と
い
う
目
的
を
明
確
に
掲
げ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
一
九

年
の
三
・
一
運
動
以
前
の
植
民
地
期
朝
鮮
の
民
族
運
動
は
、
独
立
を
遠
い
将
来
に
見
据
え
、
日
本
に
対
す
る
抵
抗
と
い
う
よ
り
は
、
朝
鮮
人
自

身
の
手
で
産
業
、
思
想
、
教
育
な
ど
の
近
代
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
運
動
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
一
方
、
台
湾
民
族
運
動
の
場
合
も
、

最
初
の
本
格
的
な
政
治
運
動
で
あ
る
台
湾
同
化
会
を
は
じ
め
と
し
て
、
日
本
か
ら
の
独
立
で
は
な
く
、
日
本
の
台
湾
に
対
す
る
差
別
待
遇
撤
廃

を
求
め
る
運
動
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
新
亜
同
盟
党
は
朝
鮮
、
台
湾
、
中
国
民
族
運
動
の
初
め
て
の
相
互
連
帯
で
あ
る
と
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同
時
に
、
一
九
一
〇
年
代
に
お
い
て
日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略
か
ら
の
解
放
と
い
う
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
稀
有
な
団
体
で
も
あ
っ
た
と
い

え
る
。

　
も
っ
と
も
、
そ
の
課
題
の
実
現
方
法
は
模
索
段
階
に
留
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
亜
同
盟
党
は
、
党
員
募
集
に

関
し
て
は
朝
鮮
内
や
申
国
に
も
人
員
を
派
遣
す
る
な
ど
活
発
に
行
っ
て
い
た
。
反
面
、
そ
れ
以
外
の
活
動
は
控
え
ら
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
官

憲
の
視
察
と
い
う
要
國
は
大
き
い
が
、
こ
の
こ
と
は
、
新
古
同
盟
党
が
築
い
た
日
本
、
朝
鮮
内
、
そ
し
て
中
国
に
も
及
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど

う
反
日
運
動
に
利
用
す
る
か
見
通
し
が
立
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
を
模
索
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
新
譜
隅
盟
党
は
時
期
を
待
つ
こ
と
を
活
動
方
針
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
新
館
同
盟
党
が
ど
の
よ
う
な
反
B
運
動
の

展
開
方
法
を
模
索
し
て
い
た
の
か
に
関
し
て
は
手
が
か
り
が
少
な
い
が
、
そ
の
幅
は
広
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
内
務
省
は
、
党
員
が

十
万
人
に
達
し
た
時
点
で
武
器
を
購
入
し
、
軍
事
教
育
を
施
す
計
画
が
出
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
一
方
、
三
音
沫
の
回
顧
か
ら
は
新
亜

同
盟
党
の
朝
鮮
人
参
加
者
の
読
書
傾
向
が
窺
え
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
代
表
す
る
自
由
主
義
的
雑
誌
で
あ
る
『
第
三
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

国
』
だ
け
で
な
く
、
大
逆
事
件
以
降
書
店
か
ら
姿
を
消
し
て
い
た
幸
徳
秋
水
の
本
な
ど
を
読
ん
で
お
り
、
幅
広
く
知
識
を
吸
収
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
官
憲
に
対
す
る
極
め
て
慎
重
な
姿
勢
が
挙
げ
ら
れ
る
。
朝
鮮
独
立
運
動
全
体
で
見
て
も
、
総
量
同
盟
党
ほ
ど
徹
底
し
て
官

憲
対
策
を
行
っ
て
い
た
例
は
他
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
一
九
一
〇
年
代
の
反
日
運
動
の
取
締
り
の
過
酷
さ
が
考
え
ら
れ

る
。
一
九
一
一
年
の
一
〇
五
入
事
件
に
よ
っ
て
朝
鮮
の
独
立
運
動
団
体
で
あ
る
新
民
会
は
瓦
解
し
た
が
、
そ
れ
以
降
も
朝
鮮
総
督
府
は
朝
鮮
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
秘
密
結
社
取
締
り
に
目
を
光
ら
せ
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
一
五
年
に
は
台
湾
島
内
で
西
来
庵
事
件
に
よ
っ
て
多
く
の
死
刑
囚
が
出
た
。
日
本

で
も
大
逆
事
件
の
影
響
に
よ
っ
て
、
社
会
主
義
運
動
は
「
冬
の
時
代
」
を
迎
え
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
記
録
文
書
を
即
時
焼
却
す
る
と
い
っ

た
官
憲
に
対
す
る
慎
重
な
姿
勢
は
、
新
亜
同
盟
党
の
留
学
生
ら
が
弾
圧
の
恐
怖
を
常
に
抱
え
な
が
ら
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
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新
亜
岡
盟
党
の
解
散
後
、
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
は
、
卒
業
な
ど
に
よ
り
相
次
い
で
朝
鮮
に
戻
り
、
一
九
一
九
年
の
三
・
一
運
動
を
契
機
に
活

動
家
と
し
て
台
頭
し
て
い
く
。
新
型
同
盟
党
の
発
起
人
で
あ
る
中
国
の
甲
介
民
は
、
新
亜
同
盟
党
を
大
同
党
に
改
め
る
。
そ
の
具
体
的
な
時
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

に
関
し
て
黄
介
民
自
身
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
後
年
の
別
の
官
憲
史
料
に
は
「
四
海
同
胞
主
義
を
主
張
す
る
黄
愚
民
発
起
の
下
に
民
国

六
年
［
一
九
一
七
年
i
筆
者
］
中
創
立
せ
ら
る
」
と
あ
る
。
新
亜
同
盟
国
が
～
九
～
七
年
九
月
に
解
散
し
た
こ
と
を
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
解
散

と
同
時
に
中
国
人
だ
け
で
東
京
で
大
同
党
を
組
織
し
た
可
能
性
が
高
い
。
大
隅
党
の
理
念
自
体
も
、
「
世
界
平
等
、
人
類
平
等
」
、
日
本
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

鮮
・
台
湾
統
治
の
否
認
を
掲
げ
る
な
ど
、
新
亜
同
明
皿
党
の
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
一
九
年
に
領
国
で
五
・
四
運
動
が
起
こ
る

と
、
大
同
党
は
拠
点
を
上
海
に
移
し
て
活
躍
し
て
い
く
。
一
方
、
台
湾
人
留
学
生
の
下
学
英
は
、
日
本
に
残
り
活
動
を
続
け
、
以
降
台
湾
民
族

運
動
の
旗
手
と
し
て
頭
角
を
現
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
留
学
生
も
民
族
運
動
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
朝
鮮
、
中
国
、
日
本

で
迎
え
る
。
そ
し
て
彼
ら
は
再
び
相
互
連
帯
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
形
態
や
理
念
は
新
亜
同
盟
党
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な

る
も
の
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
共
産
主
義
を
理
論
的
指
針
と
す
る
相
互
連
帯
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ

ア
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
民
族
運
動
に
対
す
る
働
き
か
け
が
あ
っ
た
。

①
武
装
闘
争
を
中
心
と
し
た
前
期
台
湾
抗
日
運
動
と
は
区
別
さ
れ
る
知
識
人
を
中

　
心
と
す
る
組
織
的
な
政
治
運
動
、
社
会
運
動
の
形
を
と
っ
た
後
期
台
湾
抗
日
運
動

　
に
関
し
て
は
、
若
林
正
丈
『
台
湾
抗
日
運
動
史
研
究
（
増
補
版
）
』
上
文
出
版
、
工

　
○
○
～
年
を
、
大
正
期
の
在
日
台
湾
人
留
学
生
に
関
し
て
は
、
紀
旭
峰
「
大
正
期

　
台
湾
人
「
内
地
留
学
生
」
と
近
代
台
湾
－
早
稲
田
大
学
専
門
部
政
治
経
済
科
を

　
中
心
と
し
て
一
」
『
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
論
集
』
一
六
、
二
〇
〇
八
年
を
参

　
照
。

②
一
九
一
〇
年
代
の
在
巳
朝
鮮
人
留
学
生
に
関
し
て
は
拙
稿
「
福
音
印
刷
合
資
会

　
社
と
在
日
朝
鮮
人
留
学
生
の
出
版
史
扁
㎎
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
三
九
号
、
二
〇

　
〇
九
年
、
同
「
在
目
朝
鮮
人
留
学
生
轟
卜
魚
翅
の
軌
跡
－
在
日
朝
鮮
人
社
会
主
義

　
運
動
史
研
究
の
た
め
の
～
視
座
一
」
『
二
十
世
紀
研
究
㎞
～
○
号
、
二
〇
〇
九

　
年
、
四
三
～
五
一
頁
を
参
照
。

③
　
前
掲
『
社
会
遠
動
史
㎞
、
二
四
頁
。

④
石
川
禎
浩
『
中
国
共
産
党
成
立
史
㎞
岩
波
全
店
、
エ
○
○
…
年
。

⑤
三
二
運
動
以
降
の
朝
鮮
社
会
主
義
運
動
の
展
開
と
関
連
さ
せ
て
新
亜
同
盟
党

　
を
分
析
し
た
研
究
と
し
て
は
、
叫
奢
遇
「
～
九
　
○
遇
司
祁
望
。
π
叫
想
釧
母
司

　
望
潮
朴
甘
冷
山
斗
召
奨
み
T
ユ
暑
」
魍
朴
沼
』
三
〇
号
、
二
〇
〇
八
年
、
司
旭
暑

　
「
一
九
一
〇
紐
曙
刈
望
。
π
叫
想
竪
刈
剤
叫
暑
咽
馨
潮
魁
望
。
τ
暑
叫
モ
州
瑚

　
干
甘
」
『
c
q
「
勲
位
竜
刃
轟
六
〇
号
、
二
〇
〇
六
年
が
あ
る
。
一
方
、
応
徳
相
魍
呂

　
壁
皿
評
伝
－
朝
鮮
三
・
　
独
立
運
動
㎞
新
幹
社
、
二
〇
〇
工
年
、
九
三
～
一
〇

　
四
頁
に
も
新
亜
同
盟
党
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
姜
単
相
の
研
究
は
、
当
時
上
海

　
で
展
開
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
人
と
中
国
人
の
相
互
連
帯
と
関
連
さ
せ
て
新
亜
同
盟
党

47 （281）



　
を
論
じ
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
姜
徳
器
の
研
究
は
官
憲
側
史
料
に

　
大
き
く
依
拠
し
て
お
り
、
新
亜
同
盟
党
参
加
者
の
回
顧
録
な
ど
の
史
料
を
活
用
し

　
て
い
な
い
点
で
限
界
が
あ
る
。

⑥
中
第
二
七
四
号
「
新
亜
同
盟
党
組
織
二
関
ス
ル
件
（
大
正
六
年
三
月
十
四
日
と
。

　
な
お
、
同
文
書
の
作
成
者
は
厚
葉
で
あ
る
。
内
報
先
は
朝
鮮
駐
勧
憲
兵
隊
罰
令
官
、

　
警
保
局
長
、
各
憲
兵
隊
長
、
青
島
守
備
軍
憲
兵
隊
長
、
支
那
天
津
駐
屯
軍
憲
兵
長

　
と
な
っ
て
い
る
。
文
書
の
末
尾
に
、
輝
国
同
盟
国
に
参
畑
し
て
い
た
朝
鮮
人
リ
ス

　
ト
を
付
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
朝
鮮
人
取
締
を
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え

　
ら
れ
る
。

⑦
警
保
燭
「
朝
鮮
人
概
況
第
一
（
大
正
六
年
五
月
三
十
一
日
調
）
」
荻
野
冨
士
夫

　
編
『
特
等
警
察
関
係
資
料
集
成
』
第
三
二
巻
、
不
二
鐵
版
、
二
〇
〇
四
年
、
五
五

　
頁
。

⑧
黄
紀
国
「
黄
介
民
同
志
伝
略
」
『
清
江
文
史
資
料
輪
第
一
輯
、
一
九
八
六
年
、

　
五
二
～
五
六
頁
。
な
お
、
同
史
料
の
解
読
に
は
、
前
掲
石
川
禎
浩
噸
中
国
共
塵
党

　
成
立
尊
皇
、
一
五
一
頁
を
参
照
し
て
い
る
。

⑨
魁
号
ズ
・
組
ロ
τ
卦
廻
干
罎
選
剛
亙
屯
干
杢
遡
『
邊
癒
金
離
株
㎞
選
号
層
組
暑

　
餌
望
子
亀
、
一
九
九
九
年
、
七
～
八
、
四
三
～
四
四
、
一
九
五
～
一
九
六
頁
。
以

　
下
、
同
書
か
ら
の
引
用
は
『
遅
紙
金
鍛
沫
㎞
と
略
す
。

⑩
前
掲
『
邊
転
金
鍛
沫
㎞
、
七
～
八
貰
。

⑪
　
前
掲
中
第
二
七
四
号
「
新
亜
同
盟
党
組
織
二
関
ス
ル
件
（
大
正
六
年
三
月
十
四

　
旦
」
、
一
頁
。

⑫
今
村
志
与
雄
「
日
韓
併
合
と
中
国
の
日
本
観
」
『
思
想
隔
五
三
七
号
、
一
九
六

　
九
年
、
　
一
〇
四
貰
。
在
日
中
国
人
留
学
生
の
二
十
一
ヵ
条
要
求
反
対
運
動
に
関
し

　
て
は
、
小
野
信
爾
『
五
四
運
動
在
日
本
幅
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
で
も
詳
し
く

　
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

⑬
金
霊
寺
は
、
中
国
人
が
「
日
本
が
中
国
を
奪
い
取
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
中
国
、

　
朝
鮮
、
台
湾
、
イ
ン
ド
人
を
集
め
て
新
し
い
ア
ジ
ア
同
盟
党
を
作
ろ
う
」
と
い
っ

　
て
き
た
た
め
、
新
亜
同
盟
党
を
結
成
し
た
と
も
述
べ
て
い
る
（
前
掲
『
邊
転
金

　
鍛
沫
㎞
、
四
三
頁
）
。

⑭
姜
徳
棚
は
、
一
九
一
五
年
に
上
海
で
結
成
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
朝
鮮
人
と
中
國

　
人
の
抗
日
連
帯
組
織
で
あ
る
新
島
同
輩
会
の
日
本
支
部
と
し
て
、
新
亜
同
盟
党
は

　
結
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
署
し
て
い
る
。
実
際
、
新
会
同
済
会
は
二
十
一

　
ヵ
条
要
求
を
背
革
と
し
て
結
成
さ
れ
た
点
や
、
民
族
独
立
の
た
め
に
朝
鮮
人
と
申

　
国
人
が
互
い
に
協
力
す
る
と
い
う
組
織
の
趣
旨
な
ど
、
新
亜
同
盟
党
と
の
類
似
点

　
も
多
い
（
前
掲
姜
上
相
『
論
難
亨
評
伝
1
朝
鮮
三
↓
独
立
運
動
』
、
九
六
～
九

　
入
頁
）
。
し
か
し
、
新
亜
同
済
会
の
具
体
的
な
結
成
時
期
が
不
明
で
、
新
亜
同
盟

　
党
が
絵
織
さ
れ
る
以
前
か
ら
新
亜
同
済
会
が
存
在
し
て
い
た
の
か
が
定
か
で
な
い

　
こ
と
、
新
亜
同
盟
党
結
成
の
当
事
者
で
あ
る
金
製
沫
や
黄
介
民
が
新
畑
同
済
会
に

　
関
し
て
一
切
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
新
亜
同
盟
党
を
新
亜
同
済
会
の
B
本

　
支
部
と
み
な
す
の
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
日
本
が
中
国
に

　
二
十
～
ヵ
条
要
求
を
突
き
付
け
た
こ
と
に
よ
り
、
朝
鮮
人
と
中
国
入
の
「
反
日
」

　
を
共
通
軸
と
す
る
連
帯
が
、
上
海
と
日
本
で
同
時
多
発
的
に
生
ま
れ
た
と
捉
え
た

　
ほ
う
が
無
難
だ
と
思
わ
れ
る
。

⑮
前
掲
志
紀
陶
贋
黄
介
民
同
志
伝
略
扁
、
五
二
頁
。

⑯
前
掲
『
邊
転
評
語
沫
㎞
、
四
三
頁
。

⑰
前
掲
警
保
局
門
朝
鮮
人
概
況
第
一
（
大
正
六
年
五
月
三
十
一
日
調
と
、
五
五

　
頁
。

⑱
前
掲
中
第
二
七
四
号
「
新
亜
同
盟
党
組
織
二
関
ス
ル
件
（
大
正
六
年
三
月
十
四

　
日
）
」
、
一
買
。

⑲
前
掲
警
保
局
門
朝
鮮
人
概
況
第
一
（
大
正
六
年
五
月
三
十
一
日
調
）
」
、
五
五

　
頁
。

⑳
岡
上
、
五
五
頁
。

⑳
　
前
掲
中
第
二
七
四
号
「
撃
高
同
盟
党
組
織
二
関
ス
ル
件
（
大
正
六
年
三
月
十
四

　
日
）
」
、
　
頁
、
前
掲
警
保
局
「
朝
鮮
人
概
況
第
一
（
大
正
六
年
五
月
三
十
一
日
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調
）
偏
、
五
五
買
。

⑫
前
掲
石
規
禎
浩
魍
中
国
共
産
党
成
立
史
㎞
、
【
五
一
頁
、
前
掲
黄
器
皿
「
黄
介

　
民
同
志
伝
略
」
、
五
二
頁
。

⑳
　
同
上
、
五
二
～
五
三
頁
。

⑭
　
前
掲
警
保
局
「
朝
鮮
人
概
況
第
一
（
大
正
六
年
五
月
三
十
一
日
工
）
」
、
五
五

　
頁
。

㊧
　
爺
掲
糊
邊
転
金
鍛
沫
幅
、
四
四
頁
。

⑳
　
前
掲
中
第
二
七
四
号
「
新
宿
同
盟
党
組
織
二
関
ス
ル
件
（
大
正
六
年
三
月
十
四

　
日
）
」
、
二
頁
。

⑳
　
前
掲
『
邊
転
金
鍛
沫
㎞
、
四
三
～
四
四
頁
。

⑳
前
掲
中
第
二
七
四
暑
「
新
患
同
盟
党
組
織
二
関
ス
ル
件
（
大
正
六
年
三
月
十
四

　
日
）
」
、
二
頁
σ

⑲
　
警
保
局
保
安
課
「
朝
鮮
人
概
況
第
二
（
大
正
七
年
五
月
三
十
一
日
調
）
」
朴
慶

　
植
編
『
在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
㎏
第
一
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
七
五
、
六
七

　
頁
。

⑳
中
華
第
一
楼
は
台
湾
入
留
学
生
も
活
用
し
て
お
り
、
一
九
一
八
年
夏
に
林
献
堂

　
が
薬
毒
火
ら
台
湾
人
留
学
生
を
招
き
、
六
三
法
撤
廃
運
動
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

　
つ
た
場
所
で
も
あ
る
（
許
世
楷
『
日
本
統
治
下
の
台
湾
一
抵
抗
と
弾
圧
一
』

　
東
京
大
学
出
版
会
、
～
九
七
工
年
、
～
八
二
頁
）
。

ニ
　
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
東
ア
ジ
ア
共
産
主
義
運
動

⑳
　
金
明
植
に
関
し
て
は
、
波
田
野
節
子
氏
を
代
表
と
す
る
著
書
学
術
振
興
会
科
学

　
研
究
費
補
助
研
究
「
植
民
地
期
朝
鮮
文
学
者
の
日
本
体
験
に
関
す
る
総
合
的
研

　
究
」
の
朝
鮮
人
留
学
生
の
学
籍
簿
調
査
に
よ
る
。
詳
細
は
波
田
野
研
究
室

　
〈
騨
6
”
＼
＼
≦
話
芝
b
｝
8
訂
。
』
O
＼
～
げ
簿
嘗
。
爵
接
Φ
p
＼
κ
舞
①
5
－
ぎ
鳥
Φ
×
．
耳
3
＞
を
参
照
。

　
一
方
、
察
国
費
の
学
籍
情
報
に
関
し
て
は
前
掲
紀
旭
峰
「
大
正
期
台
湾
人
「
内
地

　
留
学
生
」
と
近
代
台
湾
一
早
稲
田
大
学
専
門
部
政
治
経
済
科
を
中
心
と
し
て

　
一
」
、
八
頁
を
参
照
。

⑳
　
詳
し
く
は
、
前
掲
許
世
楷
噸
日
本
統
治
下
の
台
湾
…
抵
抗
と
弾
圧
！
輪
の

　
第
二
部
第
一
章
、
脅
紐
奢
魍
遇
尋
ユ
し
朗
碧
刻
朴
醤
母
魁
子
口
置
「
朴
二
百
朴
、
一
九

　
九
二
年
の
第
二
章
を
参
照
◎

⑳
　
前
掲
警
保
局
「
朝
鮮
人
概
況
第
一
（
大
正
六
年
五
月
三
十
～
日
脚
）
」
、
五
五

　
頁
。

⑭
　
前
掲
『
逞
転
金
鍛
沫
㎞
、
一
九
二
～
一
九
三
頁
。

⑯
　
一
九
｝
○
年
代
の
朝
鮮
総
督
府
の
治
安
認
識
に
関
し
て
は
、
松
田
利
彦
『
日
本

　
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
と
警
察
1
　
九
〇
五
年
～
一
九
四
五
年
㎞
校
倉
書
房
、
二

　
〇
〇
九
年
、
第
二
部
「
「
武
断
政
治
」
期
の
憲
兵
警
察
」
を
参
照
。

⑳
　
　
噸
外
事
警
察
報
㎞
第
二
｝
号
、
一
九
【
一
三
年
、
四
四
～
四
五
頁
。

⑳
　
前
掲
黄
紀
陶
「
耳
介
罠
同
志
伝
略
」
、
五
二
頁
。

　
一
九
一
九
年
に
創
設
さ
れ
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
産
主
義
運
動
を
促
進
す
る
た
め
に
、
東
ア
ジ
ア
の
民
族
団
体
に
資

金
や
指
示
を
与
え
た
り
、
人
員
を
派
遣
し
た
り
す
る
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
本
部
が
置
か
れ
て

い
る
モ
ス
ク
ワ
と
東
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
中
継
指
導
機
関
と
し
て
、
一
九
一
＝
年
一
月
に
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
極
東
書
記
局
が
設
立
さ
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れ
る
以
前
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
に
対
す
る
働
き
か
け
の
ル
ー
ト
は
～
本
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
ロ
シ
ア
共
産
党
（
ボ
）
中
央
委
員
会
シ
ベ
リ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以
下
、
シ
ベ
リ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
、
ロ
シ
ア
共
産
党
（
ボ
）
極

東
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
そ
し
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
極
東
代
表
の
朴
鎮
淳
を
擁
す
る
韓
人
社
会
党
の
三
者
が
、
（
実
際
は
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る

が
、
基
本
的
に
は
）
横
の
達
携
を
欠
い
た
状
態
で
各
々
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
産
主
義
運
動
を
促
進
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
一
九
二
一
年
に

上
海
派
と
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
派
の
ふ
た
つ
の
高
麗
共
産
党
が
設
立
さ
れ
た
の
も
、
こ
う
し
た
東
ア
ジ
ア
に
対
す
る
働
き
か
け
の
ル
ー
ト
が
一
本
化

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
主
た
る
要
因
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
三
つ
の
ル
ー
ト
の
う
ち
、
新
訳
同
盟
党
の
そ
の
後
と
大
き
く
関
わ
る
の
は
韓
人

社
会
党
の
ル
ー
ト
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
共
産
党
（
ボ
）
の
組
織
で
あ
る
シ
ベ
リ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
極
東
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
関
し
て
も
簡
単
に
触

れ
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
シ
ベ
リ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
ロ
シ
ア
共
産
党
（
ボ
）
の
中
央
委
員
会
に
よ
っ
て
、
シ
ベ
リ
ア
に
お
け
る
全
活
動
の
遂
行
の
た
め
に
、

一
九
一
八
年
＝
一
月
差
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
創
設
さ
れ
た
。
一
九
二
〇
年
七
月
に
は
、
シ
ベ
リ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
指
導
下
で
東
ア
ジ
ア
の
共
産

主
義
運
動
を
促
進
す
る
た
め
に
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
東
方
民
族
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
東
ア
ジ
ア
に
対
す
る
働
き
か
け
の
窓
口
と
し
た
。
東
方

民
族
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
在
住
朝
鮮
人
が
実
働
部
隊
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
彼
ら
を
中
心
と
し
て
一
九
一
二
年
五
月
に
イ
ル

ク
ー
ツ
ク
派
高
麗
共
産
党
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
、
極
東
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
シ
ベ
リ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
指
揮
の
下
、
日
本
と
の
緩
衝
国
家
で
あ
る
極
東
共
和
国
の
創
設
に
備
え
て
、
シ

ベ
リ
ア
東
方
の
党
組
織
と
パ
ル
チ
ザ
ン
運
動
を
統
括
す
る
た
め
に
、
一
九
二
〇
年
三
月
三
日
に
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
デ
ィ
ン
ス
ク
に
設
立
さ
れ
た
。

同
年
八
月
に
シ
ベ
リ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
同
格
の
組
織
に
な
る
と
、
シ
ベ
リ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
相
手
に
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
継
指
導
機
関

設
立
の
主
導
権
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
た
。
極
東
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
分
局
を
設
け
て
お
り
、
…
九
二
〇
年
春
に
r
・
H
・
ヴ
ォ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

テ
ン
ス
キ
ー
が
上
海
に
派
遣
さ
れ
た
。
ヴ
ォ
イ
チ
ン
ス
キ
ー
の
上
海
で
の
活
動
が
契
機
と
な
り
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

連
な
る
中
国
共
産
主
義
運
動
が
本
格
化
し
、
陳
鞘
当
ら
の
上
海
共
産
主
義
グ
ル
ー
プ
が
「
正
統
」
中
国
共
産
党
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
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そ
し
て
、
こ
れ
ら
ロ
シ
ア
共
産
党
（
ボ
）
の
機
関
を
相
手
に
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
継
指
導
機
関
設
立
の
主
導
権
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

け
で
な
く
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
東
ア
ジ
ア
の
民
族
運
動
の
仲
介
役
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
韓
人
社
会
党
で
あ
る
。

　
韓
人
社
会
党
は
｝
九
一
八
年
五
月
に
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
朝
鮮
人
最
初
の
社
会
主
義
組
織
と
し
て
、
李
東
輝
、
金
立
、
十
河
球
、
朴
鎮
淳
ら
に

よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
。
韓
人
社
会
党
の
活
動
が
本
格
化
す
る
の
は
一
九
｝
九
年
の
三
・
一
運
動
後
に
活
動
拠
点
を
上
海
に
移
し
て
か
ら
で
あ
っ

た
。
韓
人
社
会
党
は
上
海
の
大
韓
民
国
臨
時
政
府
に
接
近
し
、
臨
時
政
府
内
に
共
産
主
義
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
立
運
動

に
お
け
る
共
産
主
義
の
影
響
力
を
拡
大
さ
せ
、
大
衆
を
獲
得
し
て
い
く
戦
略
を
採
っ
た
。
そ
し
て
、
李
東
輝
が
臨
時
政
府
の
国
務
総
理
に
、
金

立
が
国
務
院
秘
書
長
と
な
り
、
朴
鎮
淳
は
臨
時
政
府
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
中
央
と
の
関
係
を
樹
立
さ
せ
る
た
め
に
モ
ス
ク
ワ
に
派
遣
さ
れ

た
。　

一
九
一
九
年
一
二
月
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
ビ
ュ
ー
ロ
ー
会
議
に
出
席
し
た
牛
耳
淳
は
韓
人
社
会
党
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
加
入
を
申
請
し
、
認

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
朝
鮮
、
日
本
へ
の
呼
び
か
け
の
任
務
を
与
え
ら
れ
た
。
翌
年
八
月
に
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
二
回
大
会
に
韓
人
社
会
党

を
代
表
し
て
参
加
し
、
大
会
直
後
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
会
議
で
極
東
代
表
委
員
に
も
選
ば
れ
た
。
そ
し
て
、
朴
罪
悪
は
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
中
継
指
導
機
関
の
設
立
お
よ
び
共
産
主
義
運
動
の
促
進
と
い
う
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
一
九
二
〇
年
一
〇
月
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ら
支
給
さ
れ
た
四
十
万
ル
ー
ブ
ル
を
携
え
て
、
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
ウ
デ
ィ
ン
ス
ク
で
歩
立
と
合
流
し
た
後
、
一
二
月
に
上
海
に
戻
っ
た
。

　
以
降
、
三
無
淳
は
一
九
一
＝
年
六
月
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
三
回
大
会
に
出
席
す
る
た
め
に
上
海
を
離
れ
る
ま
で
、
同
地
で
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
要

員
と
し
て
活
動
し
た
。
そ
し
て
、
朴
鎮
淳
と
彼
が
所
属
す
る
韓
人
社
会
党
の
活
動
に
よ
っ
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
連
な
る
日
本
、
中
国
の
共
産
主

義
運
動
が
進
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
日
本
社
会
主
義
者
に
共
産
党
設
立
を
持
ち
か
け
、
一
九
二
一
年
五
月
に
日
本
共
産
党
暫
定
中
央
執
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

委
員
会
の
近
藤
栄
蔵
の
上
海
行
き
を
斡
旋
し
た
の
も
、
他
な
ら
ぬ
こ
の
韓
人
社
会
党
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
韓
人
社
会
党
自
体
も
一
九
二
一
年
五

月
に
上
海
派
高
麗
共
産
党
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
朴
鎮
淳
ら
韓
人
社
会
党
の
成
員
か
ら
の
働
き
か
け
を
受
け
、
新
選
同
盟
党
出
身
者
た
ち
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
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連
な
る
共
産
主
義
組
織
を
設
立
し
て
い
く
。
ま
ず
、
中
国
側
で
は
黄
介
民
の
大
同
党
が
、
韓
人
社
会
党
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
共
産
主
義
組
織

へ
転
換
さ
れ
た
こ
と
が
、
石
川
禎
浩
糊
中
国
共
産
党
成
立
聖
訓
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
新
奇
同
盟
党
解
散
後
、
黄
介
民
は
し
ば
ら
く
日
本
で
活
動
を
続
け
た
後
、
五
・
四
運
動
を
機
に
上
海
を
中
心
に
活
動
し
労

働
団
体
の
幹
部
を
務
め
る
な
ど
多
方
面
で
活
躍
し
た
。
ま
た
、
臨
時
政
府
の
朝
鮮
独
立
運
動
に
も
協
力
す
る
な
ど
、
朝
鮮
独
立
運
動
と
も
パ
イ

プ
を
持
つ
活
動
家
と
な
り
、
こ
れ
ら
活
動
を
組
織
的
に
体
現
し
た
も
の
が
大
同
党
で
あ
っ
た
。
中
国
知
識
人
に
特
別
の
パ
イ
プ
を
持
た
な
い
朴

黒
藻
は
臨
時
政
府
内
の
朝
鮮
人
共
産
主
義
者
の
人
脈
に
沿
っ
て
中
国
人
共
産
主
義
者
を
物
色
し
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
無
断
同
盟
党
に

由
来
す
る
明
確
な
反
日
意
識
を
持
ち
、
か
つ
朝
鮮
独
立
運
動
と
近
い
と
こ
ろ
に
い
た
大
同
党
に
接
触
し
た
。
大
同
党
は
共
産
主
義
組
織
に
改
編

さ
れ
、
前
述
し
た
極
東
ビ
ュ
ー
ロ
ー
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
分
局
の
ヴ
ォ
イ
チ
ン
ス
キ
ー
か
ら
の
働
き
か
け
を
受
け
て
い
た
陳
独
秀
ら
の
上
海
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

産
主
義
グ
ル
ー
プ
を
相
手
に
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
「
正
統
」
共
産
党
の
座
を
争
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
以
上
が
、
韓
人
社
会
党
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
大
同
党
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
連
な
る
「
共
産
党
」
に
転
換
し
て
い
く
経
緯
で
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
朝
鮮
側
史
料
で
少
し
補
完
し
て
お
く
と
、
金
鍛
沫
は
大
同
党
に
関
し
て
、
朝
鮮
人
で
は
至
芸
亨
、
金
密
植
、
国
務
院
秘
書
の
金
立
が
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

入
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
臨
時
政
府
の
要
員
で
あ
り
、
呂
運
亨
と
金
立
は
共
産
主
義
者
で
も
あ
る
。
朴
鎮
淳
が
上
海
に
戻
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
き
、
韓
人
社
会
党
と
呂
運
亨
は
対
立
し
て
い
た
の
で
、
朴
登
窯
と
大
同
党
を
結
び
つ
け
た
の
は
雲
立
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
新
亜
同
盟
党
解
散
後
の
朝
鮮
人
留
学
生
の
動
向
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
解
散
を
前
後
し
て
朝
鮮
に
戻
っ
た
新
亜
同
盟
党
の
元
メ
ン

バ
ー
た
ち
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
民
族
自
決
主
義
を
時
期
の
到
来
と
捉
え
、
…
九
一
八
年
＝
月
の
準
備
段
階
か
ら
～
九
一
九
年
の
三
・
一
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
積
極
的
に
加
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
三
・
一
運
動
後
、
朝
鮮
内
で
成
長
を
遂
げ
た
活
動
家
を
加
え
て
一
九
二
〇
年
六
月
に
京
城
で
社
会
革
命
党

を
結
成
し
た
。
社
会
革
命
党
は
、
民
族
主
義
に
代
わ
る
独
立
運
動
の
た
め
の
新
た
な
理
論
を
幅
広
く
模
索
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
結
成
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

た
秘
密
読
書
会
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
社
会
革
命
党
に
は
、
金
明
植
、
金
鐙
沫
、
舜
滋
瑛
ら
後
に
社
会
主
義
者
と
し
て
名
を
残
す
人
物
が

数
多
く
所
属
し
て
い
た
。
彼
ら
は
～
九
二
一
年
に
入
り
思
想
的
に
急
進
化
し
、
日
本
書
か
ら
の
重
訳
に
よ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
学
説
紹
介
を
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⑪

積
極
的
に
行
っ
た
。

　
社
会
革
命
党
の
成
員
が
朝
鮮
内
で
マ
ル
ク
ス
主
義
学
説
の
紹
介
を
始
め
る
の
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
、
読
書
会
と
し
て
結
成
さ
れ
た
社
会
革
命
党

の
性
格
に
決
定
的
な
転
機
が
訪
れ
た
。
｝
九
一
＝
年
四
月
に
社
会
革
命
党
は
上
海
に
八
名
の
代
表
を
派
遣
し
、
　
九
二
一
年
五
月
の
高
麗
共
産

党
設
立
大
会
に
お
い
て
上
海
派
高
麗
共
産
党
の
国
内
支
部
へ
と
転
換
し
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
上
海
派
高
麗
共
産
党
を
設
立
す
る
韓
人
社
会
党
は
、
ど
の
よ
う
に
社
会
革
命
党
に
働
き
か
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
官
憲
の
報
告
を
ま
と

め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
一
九
二
〇
年
末
に
モ
ス
ク
ワ
で
巨
額
の
資
金
を
受
け
取
っ
た
（
一
九
二
〇
年
…
○
月
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
か
ら
四
十
万
ル
ー
ブ
ル
支
給
さ
れ
た
一
筆

者
）
朴
鎮
淳
は
、
上
海
に
向
か
う
途
中
、
ヴ
ェ
ル
フ
ネ
フ
デ
ィ
ン
ス
ク
で
金
立
と
面
会
し
た
。
金
立
か
ら
、
来
る
べ
き
共
産
党
会
議
（
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
第
三
回
大
会
…
筆
者
）
に
向
け
た
勢
力
拡
大
の
た
め
に
は
、
上
海
で
仕
事
を
為
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
古
里
淳
は
こ
れ
に

同
意
し
た
。
朴
鎮
淳
か
ら
資
金
を
受
け
取
っ
た
特
立
は
先
に
上
海
に
向
か
い
、
間
も
な
く
朴
鎮
淳
も
上
海
に
到
着
し
た
。
一
九
二
一
年
二
月
に

朴
鎮
淳
と
馬
立
は
党
員
募
集
の
た
め
北
京
に
向
か
い
、
以
降
、
巣
立
は
北
京
と
上
海
を
往
復
し
て
い
た
。
朝
鮮
内
の
党
員
募
集
に
は
、
朴
派
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ら
資
金
を
受
け
取
っ
た
薫
林
が
主
と
し
て
あ
た
り
、
朝
鮮
内
か
ら
七
、
八
名
の
活
動
家
が
上
海
に
送
ら
れ
た
。

　
官
憲
の
報
告
は
お
お
よ
そ
正
確
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
朝
鮮
内
へ
の
働
き
か
け
に
あ
た
っ
て
金
玉
が
主
導
園
丁
翻
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

に
関
し
て
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
一
九
二
一
年
六
月
に
上
海
に
派
遺
さ
れ
た
マ
ー
リ
ン
（
頃
．
ω
ゆ
①
①
く
誘
①
δ
）
も
、
後
に
コ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ン
テ
ル
ン
に
送
っ
た
レ
ポ
ー
ト
で
、
金
事
が
朴
歯
淳
の
資
金
に
よ
っ
て
ソ
ウ
ル
の
朝
鮮
人
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
ま
た
、
社
会
革
命
党
の
金
鍛
沫
も
官
憲
報
告
を
裏
付
け
る
回
顧
を
し
て
い
る
。
金
鉄
沫
に
よ
れ
ば
、
社
会
革
命
党
の
メ
ン
バ
ー
は
、
李
東
輝

が
国
務
総
理
に
な
っ
た
の
を
機
に
韓
人
社
会
党
の
存
在
を
知
っ
た
。
連
絡
を
取
ろ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
擁
立
か
ら
「
共
産
党
を
組
織
し
よ

う
」
と
い
う
連
絡
が
来
た
。
そ
し
て
、
一
九
一
＝
年
四
月
に
社
会
革
命
党
か
ら
金
員
沫
を
含
む
八
人
の
代
表
が
上
海
に
送
ら
れ
た
が
、
ま
ず
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

般
の
状
況
を
探
索
す
る
た
め
に
北
京
に
向
か
っ
た
。
そ
の
後
、
上
海
に
渡
り
高
麗
共
産
党
を
設
立
す
る
た
め
に
奔
走
し
た
と
い
う
。
聯
立
の
存
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在
、
中
継
地
と
し
て
の
北
京
、
具
体
的
な
派
遣
人
数
な
ど
、
大
筋
に
お
い
て
上
記
官
憲
報
告
と
符
合
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
社
会
革
命
党
も
朴
鰻
登
が
上
海
に
戻
っ
た
の
を
契
機
と
し
て
、
韓
人
社
会
党
、
具
体
的
に
は
金
立
か
ら
の
働
き
か
け
を
受
け

共
産
主
義
組
織
に
転
換
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国
内
支
部
と
い
う
組
織
名
が
示
す
よ
う
に
、
社
会
革
命
党
は
朝
鮮
内
を
代
表
す
る
組
織
で
は
な

く
、
上
海
派
高
麗
共
産
党
の
一
部
と
し
て
吸
収
さ
れ
た
点
で
大
同
党
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
連
な
る
朝
鮮
内

最
初
の
組
織
で
あ
っ
た
。
な
お
、
金
鍛
沫
ら
が
高
麗
共
産
党
設
立
の
た
め
に
朝
鮮
か
ら
北
京
を
経
由
し
て
上
海
に
渡
っ
た
際
に
は
、
大
同
党
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

こ
れ
を
援
助
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
韓
人
社
会
党
勢
力
に
よ
っ
て
新
盆
同
盟
党
を
母
体
と
す
る
朝
鮮
人
、
中
国
人
の
組
織
は
、
い
ず
れ
も
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
と
連
な
る
共
産
主
義
組
織
へ
と
改
編
さ
れ
た
。
そ
れ
で
は
、
朝
鮮
と
中
国
の
留
学
生
と
と
も
に
新
論
同
盟
党
を
組
織
し
た
台
湾
人
留
学
生
は
、

か
つ
て
の
同
志
が
共
産
主
義
組
織
を
設
立
す
る
な
か
で
、
一
体
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
従
来
の
研
究
で
は
、
台
湾
島
内
で
社
会
主
義
運
動
が
本
格
化
す
る
一
九
二
〇
年
代
中
盤
以
降
の
社
会
主
義
運
動
に
比
べ
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

て
社
会
主
義
運
動
が
本
格
化
す
る
一
九
二
〇
年
代
は
じ
め
の
台
湾
社
会
主
義
運
動
の
様
相
に
つ
い
て
は
十
分
に
明
か
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
時
期
に
朝
鮮
や
中
国
の
活
動
家
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
共
産
主
義
運
動
を
展
開
し
た
台
湾
人
活
動
家
も
確
か
に
存
在
し
て
い
た
。
そ
の

人
物
は
彰
首
捻
、
一
九
…
五
年
秋
に
金
算
当
が
中
華
留
日
基
督
教
青
年
会
館
に
出
向
い
た
際
、
黄
介
民
ら
と
と
も
に
話
し
合
い
に
参
加
し
た
台

湾
人
留
学
生
で
あ
る
。

54　（288）

①
中
国
で
の
ヴ
ォ
イ
チ
ン
ス
キ
…
の
活
動
に
関
し
て
は
、
前
掲
石
川
禎
浩
槻
中
国

　
共
産
党
成
立
史
』
、
一
〇
八
～
一
四
一
頁
を
参
照
。

②
以
上
の
シ
ベ
リ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
お
よ
び
極
東
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
関
す
る
記
述
は
、

　
山
内
昭
人
『
初
期
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
在
外
日
本
人
社
会
主
義
者
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
沓

　
房
、
二
〇
〇
九
年
、
一
八
三
～
山
鳴
四
頁
、
劉
双
盤
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
極
東
書
記

　
局
の
成
立
過
程
扁
、
「
初
期
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
東
ア
ジ
ア
」
研
究
会
編
例
初
期
コ
ミ

　
ン
テ
ル
ン
と
來
ア
ジ
ア
㎞
不
二
出
版
、
二
〇
〇
七
年
、
前
掲
石
川
国
恥
『
中
国
共

　
産
党
成
立
史
臨
、
一
〇
三
～
一
〇
七
八
頁
に
よ
る
。

③
以
下
の
韓
入
社
会
党
に
関
す
る
記
述
は
、
前
掲
山
内
昭
人
『
初
期
コ
ミ
ン
テ
ル

　
ン
と
在
外
日
本
入
社
会
主
義
者
』
、
ニ
ニ
五
～
二
六
五
頁
、
前
掲
膿
球
鐘
「
コ
ミ

　
ン
テ
ル
ン
極
東
書
記
局
の
成
立
過
程
」
、
0
ー
ロ
碧
剤
「
（
林
檎
錫
）
『
憩
尋
朴
司
ス
丁
潮

　
斜
囚
望
瞳
。
膏
「
朴
糾
遡
朴
、
二
〇
〇
一
二
年
、
　
…
七
六
～
二
〇
五
頁
に
よ
る
。
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④
四
十
万
ル
ー
ブ
ル
は
金
貨
で
支
給
さ
れ
、
七
五
淳
、
金
立
、
韓
人
社
会
党
員
で

　
臨
時
政
府
の
モ
ス
ク
ワ
特
使
で
も
あ
る
韓
馨
権
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
二
万

　
ル
ー
ブ
ル
、
十
二
万
ル
ー
ブ
ル
、
六
万
ル
ー
ブ
ル
ず
つ
に
分
配
さ
れ
た
。
こ
の
う

　
ち
、
朴
鎮
淳
が
十
九
万
ル
ー
ブ
ル
、
金
団
が
八
万
ル
ー
ブ
ル
を
上
海
に
持
ち
帰
っ

　
た
。
切
．
泪
．
目
帥
国
ご
Q
O
舞
き
箪
『
碧
鴫
陰
面
書
Φ
隠
。
実
。
Φ
o
畠
。
書
冨
ま
晟
。
Φ

　
奮
§
Φ
霞
Φ
、
N
℃
」
Q
Q
、
N
題
句
O
環
嚢
h
o
δ
ミ
費
§
思
筒
品
書
§
夷
ご
ロ
随
隔

　
国
》
芦
卜
。
O
O
ρ
ρ
一
お
山
刈
冊
前
掲
山
内
昭
人
噸
初
期
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
在
外
日
本

　
人
社
会
主
義
者
』
、
二
六
二
～
二
六
＝
一
頁
。

⑤
近
藤
栄
蔵
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
社
会
主
義
運
動
へ
の
働
き
か
け
に
関
し
て
は
、

　
箭
掲
由
内
昭
人
隅
初
期
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
在
外
臼
本
人
社
会
主
義
者
嚇
、
二
四
一

　
～
二
四
三
頁
を
参
照
。

⑥
前
掲
石
川
禎
浩
『
中
国
共
産
党
成
立
史
輪
、
一
四
八
～
一
六
二
頁
。

⑦
前
掲
『
渥
下
金
鍛
工
㎞
、
一
九
六
頁
。

⑧
こ
の
点
に
関
し
て
補
足
し
て
お
く
と
、
韓
人
社
会
党
は
一
九
二
〇
年
春
か
ら
末

　
ま
で
の
間
、
韓
国
共
産
党
と
い
う
組
織
に
改
編
さ
れ
て
い
た
。
極
東
ビ
ュ
ー

　
ロ
ー
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
分
局
か
ら
一
九
二
〇
年
春
に
ヴ
ォ
イ
チ
ン
ス
キ
ー
が
上

　
海
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
ヴ
ォ
イ
チ
ン
ス
キ
ー
は
中
国
人
だ
け
で

　
な
く
、
韓
入
社
会
党
に
も
接
触
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
ヴ
ォ
イ
チ
ン
ス
キ
ー
の
働

　
き
か
け
に
よ
り
、
韓
国
共
産
党
と
い
う
組
織
に
改
編
さ
れ
た
。
主
な
成
員
は
、
李

　
東
輝
、
金
事
、
李
春
塾
ら
韓
人
社
会
党
の
成
員
（
朴
鎮
淳
は
モ
ス
ク
ワ
に
派
遣
さ

　
れ
て
い
た
た
め
不
在
）
と
、
ヴ
ォ
イ
チ
ン
ス
キ
ー
の
補
佐
役
と
し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス

　
ト
ク
か
ら
上
海
に
や
っ
て
来
た
朝
鮮
人
の
二
二
謙
、
そ
し
て
ヴ
ォ
イ
チ
ン
ス
キ
ー

　
の
勧
誘
に
よ
っ
て
韓
国
共
産
党
に
加
入
し
た
畠
運
亨
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同

　
年
一
二
月
に
朴
鎮
淳
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
資
金
を
携
え
て
上
海
に
簾
つ
た
際
、
そ
の

　
資
金
を
韓
入
社
会
党
の
成
員
だ
け
で
独
占
し
た
た
め
分
裂
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

　
た
め
、
金
運
謙
や
畠
運
亨
は
韓
人
社
会
党
が
一
九
二
一
年
五
月
に
設
立
し
た
上
海

　
派
高
麗
共
産
党
で
は
な
く
、
そ
れ
と
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
っ
た
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
派

　
高
麗
共
産
党
に
合
流
し
た
。
韓
国
共
産
党
に
関
し
て
詳
し
く
は
、
前
掲
林
京
錫

　
『
尋
号
誉
詞
ス
丁
潮
誤
爆
廻
』
、
一
九
四
～
二
〇
一
、
二
九
五
～
二
九
八
頁
を
参

　
照
。

⑨
前
掲
『
遅
試
金
鍛
沫
』
、
四
四
頁
。

⑩
社
会
革
命
党
の
全
般
的
な
活
動
に
関
し
て
は
、
隅
旭
。
万
コ
九
二
〇
唱
曙
益

　
妊
号
田
屋
ス
T
斜
。
τ
暑
到
暑
叫
。
夏
丁
斜
糾
叫
碧
－
甘
司
叫
ユ
司
エ
。
登
喝
号
引

　
刈
早
婚
ス
τ
層
。
豆
偏
噸
韓
国
史
学
報
輪
工
六
号
、
二
〇
〇
七
年
を
参
照
。

⑪
　
詳
し
く
は
拙
稿
「
植
民
地
期
朝
鮮
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
伝
播
～
九
二
〇

　
～
一
九
二
一
」
『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
㎞
六
〇
二
号
、
工
○
○
八
年
特
別

　
号
を
参
照
。

⑫
在
上
海
日
本
帝
国
総
領
事
館
警
部
池
上
虎
弥
・
警
部
補
向
原
随
一
の
警
視
庁
石

　
井
特
別
高
等
課
長
・
山
ロ
県
村
田
下
関
警
察
署
長
宛
～
九
二
一
年
五
月
三
十
一
日

　
付
文
誉
、
外
務
省
外
交
史
料
館
、
四
・
三
・
二
・
一
1
～
（
～
二
）
、
高
警
第
一

　
八
九
三
六
号
「
在
上
海
不
逞
鮮
人
ノ
組
織
セ
ル
社
会
党
分
裂
ノ
件
（
大
正
十
年
六

　
月
十
日
）
扁
外
務
省
外
交
史
料
館
、
四
・
三
・
二
・
ニ
ー
～
（
一
一
）
。

⑬
↓
。
塁
ω
跨
三
↓
ミ
♀
喧
と
恥
ミ
§
ミ
藁
S
き
亀
ミ
。
ミ
こ
ミ
G
ミ
ミ
㍉
§
ミ

　
淘
。
貯
画
9
N
爲
ミ
ミ
＄
勘
翁
さ
ミ
、
尊
℃
母
鼻
冨
己
窪
」
Φ
㊤
押
暑
．
ω
一
b
。
山
一
ω
9

⑭
葡
掲
『
遅
蔽
金
鍛
沫
㎞
、
九
、
四
五
頁
。

⑮
　
同
上
、
八
頁
。

⑯
最
近
、
台
湾
で
壮
士
木
用
器
九
二
四
年
以
前
台
灘
社
會
主
義
運
動
的
萌
芽
臨
海

　
峡
學
術
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
が
発
表
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
書
は
新
台
湾
連
盟

　
を
は
じ
め
と
す
る
一
九
二
二
年
以
降
の
台
湾
島
内
社
会
主
義
運
動
や
、
　
一
九
一
＝

　
年
後
半
か
ら
上
海
・
北
京
で
展
開
さ
れ
る
台
湾
人
社
会
主
義
運
動
の
分
析
が
中
心

　
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
先
行
し
て
日
本
で
展
開
さ
れ
た
台
湾
入
社
会
主
義
運
動
に
関

　
し
て
は
あ
ま
り
注
目
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
朝
鮮
人
共
産
主
義
運
動
と
の
関
係
性

　
に
も
あ
ま
り
触
れ
て
お
ら
ず
、
台
湾
社
会
主
義
運
動
の
起
源
を
探
る
研
究
と
し
て

　
は
不
充
分
で
あ
る
。

（289）55



三
　
彰
華
英
の
共
産
主
義
運
動

56 （290）

　
台
湾
新
竹
出
身
の
立
華
英
（
｝
八
九
三
～
一
九
六
八
）
は
一
九
＝
一
年
に
日
本
に
留
学
し
た
。
一
九
二
一
年
に
明
治
大
学
を
卒
業
す
る
と
上
海

に
渡
り
、
一
九
二
四
年
一
一
月
ま
で
活
動
を
続
け
た
。
一
九
二
七
年
に
台
湾
で
台
湾
文
化
協
会
の
中
央
委
員
に
選
定
さ
れ
て
以
降
、
社
会
主
義

思
想
の
台
湾
島
内
の
浸
透
を
背
景
と
し
て
台
湾
民
族
運
動
が
左
右
に
分
裂
し
は
じ
め
る
な
か
、
艮
衆
の
啓
蒙
と
台
湾
の
有
力
者
の
包
摂
な
ど
に

よ
る
合
法
的
自
治
運
動
の
展
開
を
主
張
し
、
労
働
運
動
・
無
産
階
級
運
動
を
軸
と
す
る
民
族
運
動
の
展
開
を
目
指
す
蒋
潅
水
ら
左
派
勢
力
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

批
判
さ
れ
た
人
物
と
し
て
、
彰
華
英
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
台
湾
民
族
運
動
（
後
期
抗
日
運
動
）
が
自
治
運
動
と
無
産
階
級
運
動
に
分
裂
し
は
じ
め
る
一
九
二
七
年
以
降
に
右
派
の
論
客
と
し
て
登
場
す

る
彰
華
英
の
姿
か
ら
は
想
像
し
難
い
が
、
一
九
一
〇
年
代
中
盤
か
ら
一
九
二
〇
年
代
は
じ
め
の
日
本
留
学
時
代
の
彼
の
軌
跡
は
、
岡
時
代
の
東

ア
ジ
ア
の
急
進
派
青
年
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
。
二
十
代
に
日
本
の
教
育
機
関
で
学
び
、
そ
の
間
草
創
期
の
民
族
運
動
の
先
頭
に
立
ち
、
大
戦
後

の
国
際
情
勢
の
変
化
の
な
か
で
社
会
主
義
に
共
鳴
し
、
そ
し
て
日
本
の
社
会
主
義
団
体
に
加
入
し
て
い
く
こ
と
な
ど
は
朝
鮮
の
初
期
社
会
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

者
と
も
共
通
す
る
活
動
遍
歴
で
あ
る
。
以
下
、
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。

　
一
九
二
～
年
に
日
本
に
留
学
し
た
彰
華
英
の
活
動
は
、
管
見
の
限
り
で
は
一
章
で
論
じ
た
新
帝
同
盟
党
が
最
初
で
あ
る
。
そ
し
て
、
新
亜
同

盟
党
の
解
散
後
は
、
活
発
化
し
つ
つ
あ
っ
た
台
湾
民
族
運
動
の
中
心
的
人
物
と
し
て
活
躍
し
た
。
　
九
一
八
年
に
は
林
献
堂
と
在
日
台
湾
留
学

生
の
間
で
会
合
が
持
た
れ
、
六
三
法
撤
廃
運
動
を
起
こ
す
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
が
、
留
学
生
の
ひ
と
り
と
し
て
彰
華
英
も
林
献
堂
の
家
を
出
入

　
　
　
　
③

り
し
て
い
た
。
一
九
一
九
年
末
に
台
湾
人
留
学
生
を
糾
合
す
る
団
体
で
あ
る
新
民
会
（
結
成
当
初
の
名
称
は
啓
発
会
）
が
組
織
さ
れ
、
台
湾
統
治

の
改
革
運
動
、
台
湾
島
民
の
啓
発
の
た
め
の
機
関
誌
発
行
、
申
国
人
と
の
連
絡
な
ど
の
会
の
方
針
が
定
め
ら
れ
た
が
、
彰
華
英
は
新
民
会
副
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

長
の
林
呈
禄
ら
と
と
も
に
そ
の
方
針
策
定
に
加
わ
っ
た
。
以
降
、
台
湾
人
留
学
生
は
一
九
二
〇
年
に
機
関
誌
と
し
て
『
台
湾
青
年
』
を
創
刊
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

翌
一
九
二
一
年
か
ら
は
台
湾
議
会
設
置
運
動
を
展
開
し
て
い
く
が
、
彰
華
瓶
は
主
に
雑
誌
の
編
集
委
員
の
ひ
と
り
と
し
て
活
動
し
た
。
こ
の
よ



植民地期朝鮮・台湾民族運動の絹互連帯に関する一試論（小野）

う
に
彰
華
英
は
、
中
国
・
朝
鮮
人
留
学
生
と
の
連
帯
の
模
索
、
罠
族
団
体
の
組
織
、
雑
誌
の
発
行
な
ど
、
黎
明
期
の
台
湾
民
族
運
動
の
ほ
ぼ
す

べ
て
に
関
わ
っ
た
。

　
『
台
湾
青
年
』
は
、
台
湾
人
留
学
生
初
の
雑
誌
で
あ
り
、
巻
頭
辞
を
よ
せ
た
吉
野
作
造
を
は
じ
め
日
本
知
識
人
の
寄
稿
者
が
多
く
、
そ
の
大

半
は
早
稲
田
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
台
湾
人
留
学
生
の
通
う
大
学
の
教
員
お
よ
び
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
台
湾
議
会
設
置
運

動
を
支
援
し
た
代
議
士
の
田
川
大
吉
郎
を
台
湾
人
留
学
生
に
紹
介
し
た
の
が
富
士
見
町
教
会
の
植
村
正
久
で
あ
る
な
ど
、
台
湾
人
留
学
生
は
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
大
学
教
員
や
キ
リ
ス
ト
者
の
日
本
人
と
の
交
流
を
深
め
て
い
た
。
一
方
、
彰
華
英
の
場
合
、
接
触
し
て
い
た
日
本
人
が
社
会
主
義
者
だ
っ
た

と
い
う
点
で
他
の
台
湾
人
留
学
生
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　
彰
華
英
と
絵
本
社
会
主
義
者
と
の
交
流
に
お
い
て
最
も
注
目
す
べ
き
点
は
、
台
湾
人
と
し
て
は
唯
一
、
一
九
二
〇
年
に
結
成
さ
れ
た
日
本
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

会
主
義
同
盟
に
加
入
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
日
本
社
会
主
義
運
動
は
、
日
本
社
会
主
義
同
盟
の
結
成
を
機
に
東
ア
ジ
ア
と
の
連
帯
の
課
題
に

　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

向
き
合
い
は
じ
め
、
同
組
織
に
中
国
で
は
李
大
型
が
加
入
し
、
朝
鮮
人
で
は
日
本
に
活
動
拠
点
を
置
く
金
若
水
ら
の
大
衆
時
報
社
が
団
体
加
入

　
⑪

し
た
。
彰
累
累
は
、
日
本
社
会
主
義
運
動
の
東
ア
ジ
ア
に
対
す
る
呼
び
か
け
に
、
台
湾
人
を
代
表
し
て
応
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

華
英
は
日
本
社
会
主
義
同
盟
の
姉
妹
団
体
で
あ
る
コ
ス
モ
倶
楽
部
に
も
、
後
に
ア
ナ
キ
ス
ト
と
な
る
豊
本
梁
ら
と
と
も
に
出
入
り
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
日
本
の
社
会
主
義
団
体
と
し
て
は
、
高
津
正
道
ら
が
組
織
し
た
暁
民
会
に
出
入
り
し
て
い
た
こ
と
が
官
憲
史
料
か
ら
分
か
る
。
台

湾
総
督
府
警
務
局
は
台
湾
島
外
の
初
期
共
産
主
義
運
動
に
関
し
て
真
っ
先
に
彰
華
英
の
名
を
挙
げ
、
「
彰
思
懸
は
大
正
十
年
明
治
大
学
在
学
中

堺
利
彦
、
山
川
均
、
高
津
正
道
等
に
接
近
し
、
同
人
等
に
よ
り
て
結
成
せ
ら
れ
た
る
暁
民
会
に
加
入
し
、
講
演
会
に
出
演
し
或
は
研
究
会
宣
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

活
動
等
に
参
加
し
、
殊
に
在
京
朝
鮮
人
左
傾
分
子
或
は
支
那
留
学
生
と
接
近
…
…
」
と
報
告
し
て
い
る
。
当
事
者
の
高
津
正
道
の
記
憶
か
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

台
湾
人
の
存
在
は
抜
け
落
ち
て
い
る
が
、
警
視
庁
が
作
成
し
た
「
思
想
要
注
意
人
物
名
簿
」
の
彰
華
英
の
項
目
で
、
加
入
団
体
が
コ
ス
モ
倶
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

部
・
暁
民
会
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
暁
民
会
に
出
入
り
し
て
い
た
の
は
問
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
コ
ス
モ
倶
楽
部
と
暁
民
会
に
は
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
の
日
本
の
朝
鮮
人
社
会
主
義
運
動
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
金
若
水
、
鄭
泰
信
、
元
鐘
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麟
、
下
煕
踏
ら
大
衆
時
報
社
の
面
々
が
出
入
り
し
て
い
た
。
先
の
官
憲
報
告
に
「
殊
に
在
京
朝
鮮
人
左
傾
分
子
或
は
支
那
留
学
生
と
接
近
」
と

あ
る
よ
う
に
、
コ
ス
モ
倶
楽
部
と
暁
罠
会
を
通
じ
て
、
彰
華
英
は
日
本
人
社
会
主
義
者
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
人
社
会
主
義
者
、
と
り
わ
け
元
鐘

麟
お
よ
び
鄭
泰
信
と
親
交
を
深
め
て
い
っ
た
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
元
鐘
麟
は
コ
ス
モ
倶
楽
部
の
初
代
朝
鮮
人
幹
事
を
つ
と
め
、
暁
民
会
に
も
出
入
り
す
る
な
ど
、
継
歯
英
と
の
接
触
機
会
の
多
か
っ
た
人
物
で

あ
る
が
、
実
際
に
　
九
二
四
年
に
作
成
さ
れ
た
「
要
視
察
朝
鮮
人
要
覧
」
の
絶
品
麟
の
項
目
で
は
、
関
係
人
物
と
し
て
彰
華
英
の
名
前
が
挙
げ

　
　
　
　
⑰

ら
れ
て
い
る
。
鄭
泰
信
は
一
九
二
一
年
六
月
二
四
B
に
神
田
青
年
会
館
で
行
わ
れ
た
コ
ス
モ
倶
楽
部
の
会
合
に
山
面
麟
と
と
も
に
弁
士
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

参
加
し
中
止
命
令
を
受
け
た
が
、
彰
華
英
も
同
日
に
弁
士
と
し
て
参
加
し
台
湾
解
放
を
叫
び
中
止
命
令
を
受
け
て
い
る
。
先
行
研
究
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
台
湾
青
年
隔
が
創
刊
さ
れ
て
以
降
も
台
湾
人
留
学
生
は
原
稿
を
掲
載
し
て
く
れ
る
媒
体
を
広
く
求
め
、
一
九
一
一
二
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

創
刊
さ
れ
た
朝
鮮
人
主
宰
の
雑
誌
『
亜
細
亜
公
論
馳
と
『
青
年
朝
鮮
瞬
に
寄
稿
し
た
が
、
『
青
年
朝
鮮
㎏
は
鄭
泰
信
と
元
鐘
麟
の
ふ
た
り
で
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

刊
を
準
備
し
た
雑
誌
で
あ
っ
た
。
台
湾
人
留
学
生
の
『
青
年
朝
鮮
』
へ
の
寄
稿
は
元
押
麟
お
よ
び
鄭
泰
信
と
彰
為
重
の
親
交
に
よ
っ
て
実
現
し

た
も
の
と
い
え
る
。

　
日
本
と
朝
鮮
の
社
会
主
義
者
と
の
交
流
を
進
め
つ
つ
、
組
付
英
は
台
湾
人
に
対
す
る
社
会
主
義
の
普
及
に
も
努
め
た
。
彰
華
英
が
～
九
二
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

年
五
月
の
『
台
湾
青
年
』
に
発
表
し
た
「
社
会
主
義
概
説
（
上
）
」
は
、
台
湾
人
に
よ
る
最
も
早
い
社
会
主
義
学
説
紹
介
記
事
と
評
価
さ
れ
て

　
⑬

お
り
、
彰
華
英
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
台
湾
知
識
人
の
社
会
主
義
認
識
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
同
論
説
は
、
社
会
主
義
思
想
が
、
様
々
な
思
想
問
題
の
な
か
で
世
界
的
に
最
も
高
唱
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
解
説
す
る
前
半
と
、
社
会
主
義
学

説
そ
の
も
の
に
つ
い
て
解
説
す
る
後
半
の
二
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
前
半
部
だ
が
、
彰
二
心
が
ロ
シ
ア
革
命
後
の
ロ
シ
ア
を
「
社
会
の

最
大
多
数
の
最
大
幸
福
の
実
現
を
号
令
す
る
」
も
の
と
評
価
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
が
無
産
者
階
級
の
解
放
に
絶
対
的
な
価
値
を
置
い
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
社
会
主
義
思
想
が
世
界
的
規
模
で
「
新
し
き
時
代
の
名
詞
」
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
台
湾
人
の

大
多
数
が
社
会
主
義
を
資
本
家
の
資
産
を
奪
う
「
人
類
社
会
の
永
遠
的
幸
福
に
至
大
の
密
呈
母
を
流
す
べ
き
主
義
で
あ
る
と
い
ふ
事
の
み
に
し
か
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⑳

考
へ
て
贋
ら
ぬ
」
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
台
湾
人
留
学
生
で
日
本
の
社
会
主
義
団

体
に
出
入
り
し
て
い
た
人
物
は
昇
華
英
や
萢
善
事
程
度
し
か
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
日
本
で
活
動
す
る
台
湾
人
留
学
生
ら
の
多
く
は
資
本
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
子
弟
で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
た
め
、
下
上
英
の
批
判
は
全
く
的
外
れ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
新
し
い
主
義
に
対
し
て
理
解
し
よ
う
と
も
せ
ず
に
批
判
す
る
台
湾
人
に
、
社
会
主
義
に
対
す
る
判
断
材
料
を
与
え
る
目
的
で
執
筆
さ

れ
た
の
が
「
社
会
主
義
概
説
（
上
）
」
で
あ
っ
た
。

　
後
半
部
で
は
、
社
会
主
義
の
淵
源
が
古
代
に
遡
れ
る
こ
と
、
社
会
主
義
が
私
有
財
産
の
廃
止
を
通
し
て
萬
人
の
幸
福
を
実
現
す
る
「
平
等
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

人
道
主
義
」
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
社
会
主
義
的
思
想
の
淵
源
を
、
古
代
ロ
ー
マ
の
思
想
家
だ
け
で
な
く
、
東
洋
の
孟
子
に
も
見
い
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
い
る
点
、
社
会
主
義
を
人
類
平
等
の
思
想
と
捉
え
て
い
る
点
か
ら
察
す
る
に
、
彰
華
英
は
河
上
肇
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
彰
華
英
は
台
湾
の
民
族
運
動
が
本
格
化
す
る
前
か
ら
反
日
運
動
に
参
加
し
、
民
族
主
義
運
動
の
旗
手
と
な
っ
て
以

降
は
、
社
会
主
義
思
想
の
普
及
と
日
本
や
朝
鮮
の
社
会
主
義
者
と
の
交
流
を
積
極
的
に
進
め
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
官
憲
に
危
険
視
さ
れ
た
の

は
間
違
い
な
く
、
旦
ハ
体
的
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
特
別
要
視
察
人
甲
号
に
も
編
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、
彰
瞬
時
が
危
険
視
さ
れ
た
要
因
は
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
。
台
湾
総
督
府
は
彰
華
英
に
つ
い
て
「
大
正
十
年
九
月
朝
鮮
共
産
主
義
者
金
立
を
通
じ
、
蘇
連
邦
よ
り
運
動
資
金
三
千
円
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

支
給
を
受
け
た
る
情
報
さ
え
あ
り
た
り
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
前
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
金
立
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
極
東
代
表
の
朴
鎮
淳
と
と
も
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
東
ア
ジ
ア
共
産
主
義
運
動
と

の
仲
介
役
を
担
い
、
中
国
の
大
同
党
と
朝
鮮
内
の
社
会
革
命
党
を
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
連
な
る
共
産
主
義
組
織
に
改
編
さ
せ
た
人
物
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
台
湾
総
督
府
の
報
告
は
、
韓
人
社
会
党
が
日
本
、
中
国
、
朝
鮮
だ
け
で
な
く
、
台
湾
人
に
対
し
て
も
共
産
主
義
組
織
の
設
立
を
働
き
か

け
て
お
り
、
一
九
二
〇
年
　
○
月
に
朴
鎮
淳
が
モ
ス
ク
ワ
で
獲
得
し
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
資
金
が
彰
華
英
の
手
に
渡
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
応
す
る
記
述
が
、
上
海
派
高
麗
共
産
党
が
一
九
二
二
年
五
月
三
一
日
に
作
成
し
た
報
告
書
「
事
業
成
績
経
費
決
算
概
略
報
告
」
に
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見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
九
二
一
年
三
月
か
ら
一
九
二
二
年
四
月
ま
で
の
上
海
派
高
麗
共
産
党
の
事
業
成
績
に
関
す
る
報
告
書
で
あ
り
、
そ
れ
を

入
手
し
た
朝
鮮
総
督
府
警
務
局
が
、
「
大
正
十
　
年
朝
鮮
治
安
状
況
（
国
外
ご
に
、
「
高
麗
共
産
党
党
規
』
な
ど
の
内
部
史
料
と
と
も
に
添
付

し
た
も
の
で
あ
る
。
「
事
業
成
績
経
費
決
算
概
略
報
告
」
は
、
党
の
事
業
成
績
と
し
て
「
民
族
革
命
運
動
ノ
各
団
体
ヲ
後
援
シ
其
ノ
革
命
事
業

ヲ
促
進
」
さ
せ
た
こ
と
を
挙
げ
、
以
下
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。
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A
　
団
体

今
其
ノ
関
係
サ
レ
タ
団
体
及
出
版
物
ヲ
挙
ク
レ
ハ
左
ノ
如
シ

（一

j
支
那
共
産
党
上
海
ニ
テ
黄
介
民
及
朱
的
典
等
ノ
手
二
品
リ
組
織
サ
レ
タ
ル
モ
ノ

（
二
）
　
日
本
共
塵
党
東
京
ニ
テ
近
藤
栄
蔵
及
高
尾
平
兵
衛
等
ノ
手
二
依
リ
組
織
サ
レ
タ
ル
モ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

（
三
）
　
台
湾
共
産
党
東
京
ニ
テ
彰
華
栄
ノ
手
二
依
リ
組
織
サ
レ
タ
ル
モ
ノ

　
引
用
文
中
に
黄
介
民
や
近
藤
栄
蔵
の
名
前
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
「
支
那
共
産
党
」
と
「
日
本
共
産
党
」
は
、
前
章
で
述
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
大
同
党
と
日
本
共
産
党
暫
定
中
央
執
行
委
員
会
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
朱
的
典
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
高
尾
平
兵
衛
は
近
藤
に
次
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

使
者
と
し
て
一
九
一
一
一
年
九
月
に
上
海
に
渡
り
、
朴
鎮
淳
の
友
人
か
ら
資
金
を
受
け
取
っ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
報
告
書
が
「
大
正
十
一
年
朝

鮮
治
安
状
況
（
面
外
）
」
に
収
録
さ
れ
る
過
程
で
、
朝
鮮
総
督
府
に
よ
っ
て
加
筆
・
修
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
否
め
な
い
が
、
少
な

く
と
も
韓
人
社
会
党
が
共
産
主
義
組
織
の
設
立
を
働
き
か
け
た
団
体
と
、
そ
の
な
か
で
直
接
交
渉
し
た
人
物
に
関
す
る
記
述
は
正
確
だ
と
い
っ

て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
導
入
社
会
党
が
日
本
社
会
主
義
者
や
大
同
党
と
同
時
に
、
台
湾
人
の
彰
華
英
に
も
「
台
湾
共
産
党
」
と
い
う
共
産
主

義
組
織
の
設
立
を
働
き
か
け
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
報
告
書
と
と
も
に
朝
鮮
総
督
府
が
添
付
し
た
別
紙
「
上
海
ニ
テ

組
織
サ
レ
タ
ル
朝
鮮
共
産
党
収
支
決
算
概
要
（
一
為
二
年
四
月
二
十
日
現
在
）
」
に
は
、
「
金
一
万
一
千
円
也
支
那
露
台
湾
共
産
党
二
補
助
シ
タ
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母リ
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
の
で
、
朴
鎮
淳
が
上
海
に
戻
る
一
九
二
〇
年
一
一
　
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
の
間
に
、
彰
華
甲
に
対
す
る
働
き
か
け
と
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
資
金
の
受
け
渡
し
が
行
わ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
「
台
湾
共
産
党
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
史
料
は
、
「
事
業
成
績
経
費
決
算
概
略
報
告
」
と
「
上
海
ニ
テ
組
織
サ
レ
タ
ル
朝
鮮
共

産
党
収
支
決
算
概
要
」
以
外
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
台
湾
人
留
学
生
ら
の
な
か
で
社
会
主
義
者
と
呼
び
得

る
人
物
が
彰
華
英
と
ア
ナ
キ
ス
ト
の
萢
本
管
程
度
し
か
確
認
で
き
な
い
た
め
、
彰
華
英
と
と
も
に
「
台
湾
共
産
党
」
を
組
織
し
得
る
台
湾
人
が

い
た
の
か
ど
う
か
も
疑
わ
し
い
。
そ
の
た
め
、
「
台
湾
共
産
党
」
が
実
際
に
成
立
し
て
い
た
の
か
に
関
し
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
「
台
湾
共
産
党
」
の
成
立
に
疑
問
符
が
付
く
と
し
て
も
、
新
学
同
盟
党
出
身
の
朝
鮮
人
・
中
国
人
と
同
様
に
、
台
湾
人
の
彰
華
英

に
も
韓
人
社
会
党
か
ら
の
働
き
か
け
が
及
ん
で
い
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
本
章
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
彰
華
英
は
一
九
一
＝
年
七
月
に
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

海
に
渡
る
。
台
湾
総
督
府
は
彰
華
英
の
上
海
行
き
の
理
由
を
「
警
視
庁
の
監
視
を
曳
く
る
に
至
」
つ
た
た
め
と
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
の
同
志

が
集
う
東
ア
ジ
ア
革
命
運
動
の
拠
点
の
上
海
で
、
国
際
共
産
主
義
運
動
に
合
流
す
る
図
的
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
実
際
、
彰
華
車
は
自
身
が

台
湾
に
戻
る
一
九
二
四
年
末
ま
で
、
上
海
で
朝
鮮
・
中
国
の
共
産
主
義
者
と
共
同
で
活
動
し
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
九
｝
五
年
余
日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略
か
ら
の
解
放
を
目
的
と
し
て
東
京
で
生
ま
れ
た
朝
鮮
、
台
湾
、
申
国
民
族
の
相
互

連
帯
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
創
設
と
そ
の
東
ア
ジ
ア
に
対
す
る
働
き
か
け
、
具
体
的
に
い
え
ば
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
権
威
と
資
金
を
手
に
し
た
韓

人
社
会
党
の
朴
鎮
淳
が
一
九
二
〇
年
一
二
月
差
上
海
に
戻
っ
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
共
産
主
義
を
共
通
理
念
と
す
る
相
互
連
帯
に
変
容
し
、

そ
の
拠
点
も
東
京
か
ら
東
ア
ジ
ア
革
命
運
動
の
拠
点
で
あ
る
上
海
に
移
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
上
海
に
結
集
し
た
新
亜
同
盟
党
出
身
者
た
ち
の
そ
の
後
に
関
し
て
は
、
紙
幅
の
関
係
上
本
稿
で
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
い
く
つ
か
要
点

だ
け
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
一
九
二
一
年
六
月
二
二
日
か
ら
モ
ス
ク
ワ
で
開
か
れ
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
三
回
大
会
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
極
東
代
表
の
朴
鎮
淳
の
権
威
は
失
墜
し
て
し
ま
う
。
そ
の
影
響
を
受
け
、
事
象
淳
か
ら
共

産
主
義
組
織
設
立
の
働
き
か
け
を
受
け
た
大
同
党
は
、
陳
独
秀
の
上
海
共
産
主
義
グ
ル
ー
プ
と
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
「
正
統
」
共
産
党
の
座
を
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め
ぐ
る
争
い
に
敗
れ
、
以
降
、
共
産
主
義
運
動
か
ら
姿
を
消
す
。
上
海
派
高
麗
共
産
党
国
内
支
部
も
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
派
高
麗
共
産
党
と
の
統

合
に
向
け
た
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
道
立
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
資
金
を
臨
時
政
府
に
提
供
し
な
か
っ
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

原
因
と
な
り
一
九
二
二
年
二
月
六
日
に
暗
殺
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
韓
人
社
会
党
か
ら
の
働
き
か
け
を
受
け
て
い
た
彰
華
英
が
、
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
の
一
支
部
と
し
て
の
正
式
な
台
湾
「
共
産
党
」
を
設
立
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
の
仲
介
者
で
あ
る
韓
人
社
会
党
の
権
威
が
失
墜
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
上
海
で
の
朝
鮮
、
台
湾
、
中
国
民
族
に

よ
る
共
産
主
義
的
連
帯
が
潰
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
二
四
年
に
は
台
湾
人
の
彰
華
英
、
許
乃
昌
、
申
国
人
の
羅
舗
、
朝
鮮
人
で
は
上
海
派

高
麗
共
産
党
国
内
支
部
出
身
の
サ
滋
瑛
、
そ
し
て
呂
運
亨
ら
が
申
心
と
な
っ
て
平
社
を
組
織
し
、
機
関
誌
『
平
平
旬
刊
』
を
通
じ
て
社
会
主
義

　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
宣
伝
に
務
め
た
。
彰
華
英
自
身
は
台
湾
に
戻
っ
て
以
降
共
産
主
義
運
動
か
ら
離
脱
す
る
が
、
行
燈
英
が
築
い
た
朝
鮮
・
中
国
人
共
産
主
義
者

と
の
連
帯
は
続
き
、
一
九
二
八
年
に
は
呂
踏
貫
が
台
湾
共
産
党
（
日
本
共
産
党
台
湾
民
族
支
部
）
の
結
党
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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①
大
谷
渡
『
台
湾
と
日
本
－
激
動
の
時
代
を
生
き
た
人
び
と
㎞
東
方
出
版
、
二

　
〇
〇
八
年
、
九
〇
頁
、
顧
力
仁
主
編
魍
壁
湾
歴
史
人
物
黒
蜜
！
日
櫨
時
期
』
國

　
家
㎜
圓
蹴
尉
館
｝
、
　
二
〇
〇
二
年
、
　
二
〇
五
百
ハ
、
山
郭
掲
　
『
社
ム
苅
運
動
史
』
、
　
隙
目
五
山
ハ
～
四

　
五
八
頁
。

②
朝
鮮
初
期
社
会
主
義
者
の
思
想
と
活
動
に
関
し
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
在
日
朝
鮮

　
人
留
学
生
鼎
坐
踏
の
軌
跡
扁
を
参
照
。

③
前
掲
許
世
楷
『
日
本
町
治
下
の
台
湾
－
抵
抗
と
弾
圧
1
㎞
、
一
八
二
頁
。

④
前
掲
『
社
会
運
動
史
短
、
二
五
～
二
七
頁
。

⑤
厳
密
に
い
え
ば
、
新
民
会
か
ら
林
献
堂
ら
学
生
以
外
の
メ
ン
バ
ー
を
除
い
て
結

　
成
さ
れ
た
学
生
だ
け
の
研
究
団
体
で
あ
る
東
京
台
湾
青
年
会
の
機
関
誌
で
あ
る

　
（
同
上
、
二
七
～
工
八
頁
）
。

⑥
「
本
誌
編
輯
在
京
関
係
者
氏
名
如
左
扁
『
台
湾
青
年
臨
創
刊
号
、
一
九
二
〇
年

　
七
月
、
漢
文
之
部
、
五
四
買
、
「
本
誌
編
輯
在
京
関
係
者
氏
名
」
『
台
湾
青
年
』
第

　
一
巻
第
二
号
、
一
九
二
〇
年
八
月
、
漢
文
之
部
、
二
五
頁
。

⑦
台
湾
人
留
学
生
と
日
本
知
識
人
の
交
流
に
関
し
て
は
、
前
掲
紀
旭
峰
「
大
正
期

　
台
湾
人
「
内
地
黎
学
生
扁
と
近
代
台
湾
－
早
稲
田
大
学
専
門
部
政
治
経
済
科
を

　
中
心
と
し
て
一
」
、
同
「
植
村
正
久
と
台
湾
一
近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
者
を
通

　
じ
て
」
『
問
題
と
研
究
』
三
六
巻
六
号
、
二
〇
〇
七
年
で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

⑧
山
辺
健
太
郎
旧
蔵
「
日
本
社
会
主
義
同
盟
名
簿
」
第
二
冊
（
和
光
大
学
図
書
館

　
所
蔵
）
。
な
お
、
「
日
本
社
会
王
総
同
盟
名
籍
」
は
堺
利
彦
蓄
蔵
名
簿
（
大
原
社
会

　
問
題
研
究
所
所
蔵
）
と
、
山
辺
旧
署
名
簿
の
二
種
類
が
あ
り
、
前
者
に
は
彰
華
英

　
の
名
前
は
な
い
。
「
日
本
社
会
主
義
同
盟
名
簿
扁
に
関
し
て
は
、
農
畑
研
二
「
も

　
う
一
つ
の
日
本
社
会
主
義
同
盟
名
簿
偏
噌
初
期
社
会
主
義
研
究
』
ニ
ニ
、
二
〇
一

　
〇
年
を
参
照
。

⑨
藤
井
正
「
脚
本
社
会
主
義
同
盟
の
歴
史
的
意
義
－
門
大
同
団
結
」
か
ら
「
協

　
同
戦
線
」
へ
一
」
増
島
宏
編
綴
日
本
の
統
一
戦
線
㎞
上
巻
、
大
月
書
店
、
一
九
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七
八
年
、
六
一
頁
。

⑩
前
掲
山
辺
健
太
郎
旧
蔵
「
日
本
社
会
主
義
同
盟
名
簿
織
田
二
冊
。

⑪
堺
利
彦
旧
蔵
「
日
本
社
会
主
義
同
盟
名
簿
」
第
八
冊
（
大
原
社
会
問
題
研
究
所

　
所
蔵
）
。
大
衆
時
報
社
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
金
若
水
の
渡
日
と
『
大
衆
時
報
㎞

　
創
刊
i
目
本
に
お
け
る
朝
鮮
人
社
会
主
義
勢
力
の
形
成
に
関
す
る
一
考
察
」

　
『
在
日
朝
鮮
入
史
研
究
㎏
三
八
、
二
〇
〇
八
年
を
参
照

⑫
コ
ス
モ
倶
楽
部
に
関
し
て
は
、
前
掲
松
尾
尊
免
「
コ
ス
モ
倶
楽
部
小
史
」
を
参

　
照
。

⑬
前
掲
『
社
会
運
動
史
臨
、
五
八
四
頁
。

⑭
戦
後
の
高
津
正
道
の
暁
民
会
に
関
す
る
回
想
で
は
、
暁
民
会
の
特
徴
と
し
て

　
朝
鮮
、
中
国
の
参
加
者
が
多
か
っ
た
と
し
て
、
金
若
水
ら
朝
鮮
入
の
名
前
を
挙
げ

　
て
い
る
が
、
台
湾
人
参
加
筆
に
対
す
る
言
及
は
な
い
（
高
津
正
道
「
暁
民
会
前
後

　
の
思
い
出
偏
『
労
働
運
動
史
研
究
㎏
　
一
工
号
、
～
九
五
八
年
、
～
二
頁
）
。

⑮
警
視
庁
編
「
思
想
要
注
意
人
名
簿
」
監
臼
。
塗
ヨ
9
陣
象
冒
燈
き
幻
①
巴
b
。
N

⑯
黄
塵
謁
「
人
物
短
評
元
鐘
麟
」
魍
三
千
里
㎏
第
四
年
第
＝
号
、
一
九
三
二
年

　
一
〇
月
、
四
四
頁
。

⑰
警
視
庁
特
別
高
等
課
内
鮮
高
等
係
『
事
務
概
要
㎞
大
正
十
三
年
九
月
末
門
要
視

　
察
朝
鮮
人
要
覧
」
、
五
二
頁
。

⑱
警
保
局
「
朝
鮮
人
近
況
概
要
（
大
正
十
　
年
一
月
）
」
前
掲
朴
慶
植
編
噸
在
日

　
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
島
第
一
巻
、
一
二
四
頁
。

⑲
前
掲
『
社
会
運
動
靴
』
、
一
八
二
頁
。

⑳
前
掲
紀
旭
峰
「
雑
誌
『
亜
細
亜
公
論
幽
に
み
る
大
正
期
東
ア
ジ
ア
知
識
人
の
連

　
携
」
、
七
入
～
七
九
頁
。

⑳
　
　
㎎
大
衆
時
報
㎞
三
号
、
一
九
一
＝
年
九
月
、
二
八
頁
。

⑫
　
彰
華
甲
「
社
会
主
義
概
説
（
上
）
」
魍
台
湾
青
年
㎞
第
二
巻
第
四
号
、
　
　
九
一
＝

　
年
五
月
。

⑳
　
前
掲
許
井
野
槻
日
本
統
治
下
の
台
湾
－
抵
抗
と
弾
圧
1
』
、
二
六
四
頁
。

⑳
　
前
掲
彰
華
英
門
社
会
主
義
概
説
（
上
）
」
、
五
二
～
五
三
頁
。

⑮
　
前
掲
紀
旭
峰
門
雑
誌
『
亜
細
亜
公
論
』
に
み
る
大
正
期
東
ア
ジ
ア
知
識
入
の
連

　
携
」
、
八
六
頁
。

⑳
前
掲
日
華
英
「
社
会
主
義
概
説
（
上
）
」
、
五
四
頁
。

⑳
　
河
上
肇
の
社
会
主
義
理
解
に
関
し
て
は
、
三
田
剛
史
魍
甦
る
河
上
肇
近
代
中

　
国
の
知
の
源
泉
』
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
　
＝
二
～
～
一
八
四
頁
を
参
照
。

⑳
　
高
警
第
一
九
二
七
号
「
特
別
要
視
察
人
台
湾
人
彰
華
英
渡
支
ノ
件
（
大
正
十
四

　
年
二
月
十
三
日
）
」
外
務
省
外
交
史
料
館
、
四
・
一
二
・
二
・
ニ
ー
工
。

⑳
前
掲
隅
社
会
運
動
史
㎞
、
五
八
四
頁
。

⑳
朝
鮮
総
督
府
警
務
局
「
大
正
十
一
年
朝
鮮
治
安
状
況
（
国
外
）
」
金
正
柱
編

　
㎎
朝
鮮
統
治
史
料
臨
第
七
巻
、
一
九
七
一
年
、
一
八
六
～
一
八
七
頁
。

⑳
　
こ
こ
で
朝
鮮
内
に
対
す
る
働
き
か
け
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
社
会
革
命

　
党
が
上
海
派
高
麗
共
産
党
の
関
連
団
体
で
な
く
、
党
の
一
部
と
し
て
吸
収
さ
れ
た

　
か
ら
で
あ
ろ
う
。

⑳
　
前
掲
山
内
昭
人
『
初
期
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
在
外
日
本
人
社
会
主
義
者
』
、
二
四

　
入
頁
。

⑳
　
前
掲
朝
鮮
総
督
府
警
務
局
「
大
正
十
　
年
朝
鮮
治
安
状
況
（
国
外
と
、
～
九

　
三
頁
。

⑭
前
掲
欄
社
会
運
動
史
㎞
、
五
八
四
頁
。

⑳
も
っ
と
も
、
シ
ベ
リ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
有
利
な
形
で
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
極
東
轡

　
記
局
が
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
設
置
さ
れ
た
た
め
、
黒
鍵
淳
の
立
場
は
す
で
に
危
う
い

　
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
極
東
告
記
局
に
関
し
て
詳
し
く
は
、
前
掲

　
劉
孝
鐘
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
極
東
書
記
局
の
成
立
過
程
」
を
参
照
。

⑳
　
ω
鉱
。
軍
魯
．
9
野
ウ
ω
一
ω
．

⑳
　
平
社
お
よ
び
糊
平
平
旬
刊
㎞
に
関
し
て
は
、
前
掲
郎
駒
木
…
『
一
九
二
四
年
以
前

　
台
湾
社
會
主
義
運
動
的
萌
芽
㎞
、
一
七
一
～
一
七
八
頁
を
参
照
。
邸
士
木
…
に
よ
れ

　
ば
、
平
社
内
で
は
ア
ナ
キ
ズ
ム
と
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
が
対
立
し
て
い
た
。
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お
　
わ
　
り
　
に
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こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
植
民
地
期
朝
鮮
・
台
湾
民
族
運
動
の
桐
互
連
帯
の
起
源
は
、
一
九
一
五
年
に
東
京
で
結
成
さ
れ
た
朝
鮮
、

台
湾
、
中
国
入
留
学
生
に
よ
る
秘
密
結
社
・
新
亜
同
盟
党
に
遡
る
。
無
二
同
盟
党
は
、
日
本
の
植
民
地
・
半
植
民
地
支
配
か
ら
朝
鮮
、
台
湾
、

中
国
を
解
放
し
て
ア
ジ
ア
の
平
和
を
実
現
す
る
た
め
に
、
朝
鮮
、
台
湾
、
中
国
の
同
志
で
互
い
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体
で
あ
り
、

と
り
わ
け
中
国
人
留
学
生
が
主
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
朝
鮮
と
台
湾
民
族
運
動
の
相
互
連
帯
は
、
中
国
人
留
学
生
に
牽
引
さ
れ
る
形
で

出
発
し
た
。

　
一
九
一
七
年
に
歯
触
同
盟
党
が
解
散
す
る
と
、
朝
鮮
、
台
湾
、
中
国
の
留
学
生
は
別
々
に
活
動
し
、
そ
れ
ぞ
れ
朝
鮮
内
、
日
本
、
上
海
で
活

動
家
と
し
て
台
頭
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
二
一
年
に
彼
ら
は
再
び
相
互
連
帯
を
形
成
し
た
が
、
そ
の
理
念
や
形
態
は
新
令
同
盟
党
と
は
大
き
く

異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
民
族
運
動
に
対
す
る
働
き
か
け
、
具
体
的
に
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
権
威
と
資
金
を

持
つ
韓
人
社
会
党
が
一
九
二
〇
年
一
二
月
か
ら
上
海
で
活
動
を
は
じ
め
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
新
亜
同
盟
党
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
共
産
主

義
を
共
通
理
念
と
す
る
相
互
連
帯
を
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
革
命
運
動
の
拠
点
で
あ
っ
た
上
海
で
形
成
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
九
一
五
年
に
日

本
の
ア
ジ
ア
侵
略
か
ら
の
解
放
を
目
的
と
し
て
菓
京
で
生
ま
れ
た
朝
鮮
、
台
湾
、
中
国
民
族
の
相
互
連
帯
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
創
設
と
そ
の
東

ア
ジ
ア
に
対
す
る
働
き
か
け
と
い
う
国
際
情
勢
の
変
化
の
な
か
で
、
主
な
メ
ン
バ
ー
を
同
じ
く
し
な
が
ら
も
、
活
動
拠
点
や
理
念
を
大
き
く
変

容
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
来
解
明
で
あ
っ
た
朝
鮮
・
台
湾
民
族
運
動
の
相
互
連
帯
は
、
こ
う
し

た
中
国
を
含
め
た
東
ア
ジ
ア
民
族
運
動
の
桐
互
連
帯
の
一
部
と
し
て
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
が
扱
っ
た
の
は
朝
鮮
・
台
湾
民
族
運
動
の
相
互
連
帯
の
最
初
期
の
ふ
た
つ
の
事
例
に
過
ぎ
ず
、
　
九
一
一
一
年
七
月
以
降
に
も
『
亜
細
亜

公
論
』
や
ア
ナ
キ
ス
ト
に
よ
る
連
帯
な
ど
、
明
ら
か
に
す
べ
き
多
く
の
事
例
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
本
稿
は
試
論
に
過
ぎ
な
い
が
、
今
後
の
研

究
の
発
展
の
た
め
に
、
薪
亜
同
盟
党
と
～
九
一
二
年
の
共
産
主
義
を
共
通
理
念
と
す
る
連
帯
の
形
成
過
程
か
ら
見
ら
れ
る
朝
鮮
・
台
湾
民
族
運
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動
の
相
互
連
帯
の
特
徴
を
三
点
ほ
ど
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
第
一
に
、
新
亜
同
盟
党
結
成
の
企
画
が
朝
鮮
人
の
河
相
桁
と
中
国
人
の
山
窟
楠
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
、
中
国
の
大
同
党
に
朝
鮮
人

活
動
家
が
加
入
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
朝
鮮
と
中
国
の
活
動
家
の
連
帯
が
中
心
と
な
り
、
そ
れ
に
付
随
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
形
で
台
湾
人
活
動
家
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
新
亜
同
盟
党
に
イ
ン
ド
人
を
加
え
て
い
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
朝

鮮
、
台
湾
、
中
国
の
活
動
家
は
日
本
の
侵
略
を
受
け
て
い
る
民
族
だ
け
で
な
く
、
広
く
ア
ジ
ア
の
被
抑
圧
民
族
に
よ
る
連
帯
を
志
向
し
て
い
た

こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
『
亜
細
亜
公
論
瞼
に
は
イ
ン
ド
人
の
ボ
ー
ス
が
参
加
し
て
い
る
。

　
第
二
に
、
上
記
の
点
と
も
関
連
す
る
が
、
朝
鮮
と
中
国
の
場
合
は
、
あ
る
程
度
闇
民
族
だ
け
の
運
動
を
展
開
し
て
か
ら
相
互
連
帯
に
移
行
し

て
い
る
反
面
、
台
湾
の
場
合
は
そ
れ
に
相
互
連
帯
が
先
行
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
留
学
生
運
動
の
場
合
、
朝
鮮
人
は
一
九
＝
一
年
以
降
、

在
日
留
学
生
を
統
合
す
る
組
織
で
あ
る
在
日
本
東
京
留
学
生
学
友
会
を
中
心
と
す
る
出
版
や
啓
蒙
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
中
国
の
場
合
も
一

九
一
一
年
に
は
留
日
中
国
国
民
会
な
ど
の
留
学
生
組
織
を
作
っ
て
い
た
。
反
面
、
台
湾
の
場
合
は
、
留
学
生
運
動
が
活
発
化
す
る
の
は
林
献
堂

が
日
本
と
台
湾
を
往
復
し
は
じ
め
る
一
九
一
八
年
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。
共
産
主
義
運
動
の
場
合
、
（
そ
の
程
度
は
さ
て
お
き
）
朝
鮮
や
申
国
の
場

合
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
の
接
触
に
よ
る
国
際
社
会
主
義
運
動
へ
の
参
加
に
先
行
し
て
朝
鮮
内
や
上
海
で
労
働
運
動
や
社
会
主
義
学
説
の
紹
介

が
行
わ
れ
て
い
た
。
一
方
で
台
湾
の
場
合
は
、
台
湾
島
内
に
お
い
て
労
働
運
動
が
本
格
化
し
た
り
、
社
会
主
義
学
説
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
り
す

る
前
に
、
ま
ず
彰
華
華
が
日
本
で
韓
人
共
産
党
か
ら
の
働
き
か
け
を
受
け
、
そ
し
て
、
上
海
で
朝
鮮
や
中
国
の
共
産
主
義
者
と
の
相
互
連
帯
を

形
成
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
台
湾
人
活
動
家
は
、
朝
鮮
や
中
国
人
活
動
家
と
の
相
互
連
帯
を
通
し
て
留
学
生
運
動
を
は
じ
め
と
す
る
民
族

運
動
の
新
し
い
形
態
を
学
ん
で
い
た
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
一
章
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
台
湾
総
督
府
は
朝
鮮
民
族
運
動
と
の
結
び

つ
き
を
恐
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
第
三
に
、
国
際
情
勢
の
変
化
が
相
互
連
帯
の
形
成
と
変
容
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
一
五
年
の
新
亜
同
盟
党
は
第

一
次
世
界
大
戦
に
参
戦
し
た
日
本
の
中
国
侵
略
の
本
格
化
が
、
一
九
～
二
年
の
共
産
主
義
的
連
帯
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
東
ア
ジ
ア
民
族
運
動
に
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対
す
る
働
き
か
け
が
そ
れ
ぞ
れ
背
景
に
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
国
際
情
勢
の
変
化
に
伴
っ
て
、
「
日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略
か
ら
の
解
放
」
や

「
共
産
主
義
」
と
い
っ
た
朝
鮮
、
台
湾
、
中
国
の
諸
民
族
に
共
通
す
る
目
的
や
理
念
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
、
相
互
連
帯
の
形
成
と
変
容
を
促
し

た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
つ
の
時
代
の
相
互
連
帯
を
検
討
す
る
に
し
て
も
、
と
り
わ
け
当
事
者
の
国
際
情
勢
認
識
に
関
す
る
分
析
が
重

要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
三
点
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
一
九
二
一
年
七
月
以
降
の
事
例
に
関
し
て
も
分
析
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
最
後
に
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
一
九
二
二
年
五
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
亜
細
亜
公
論
』
に
関
し
て
二
点
ほ
ど
新
た
な
指

摘
を
加
え
、
本
稿
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
ま
ず
、
…
九
一
〇
年
代
か
ら
の
朝
鮮
、
台
湾
、
中
国
民
族
運
動
の
相
互
連
帯
の
歴
史
の
い
か
な
る
変
化
の
過
程
で
『
亜
細
亜
公
論
』
が
登
場

し
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
『
亜
細
亜
公
論
』
は
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
平
等
・
自
由
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

現
と
差
別
の
撤
廃
を
、
日
本
政
府
だ
け
で
な
く
、
広
く
ア
ジ
ア
の
諸
民
族
に
訴
え
か
け
る
こ
と
を
基
調
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
台
湾
議
会

設
置
請
願
書
を
掲
載
し
た
り
、
朝
鮮
人
や
台
湾
人
に
対
す
る
雷
論
弾
圧
を
批
判
し
た
り
す
る
な
ど
、
日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略
に
対
す
る
改
善
は
強

く
要
求
す
る
も
の
の
、
そ
の
打
倒
を
模
索
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
一
五
年
の
新
帝
同
盟
党
や
一
九
一
＝
年

の
共
産
主
義
を
共
通
理
念
と
す
る
朝
鮮
、
台
湾
、
中
国
民
族
運
動
の
相
互
連
帯
は
、
い
ず
れ
も
日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略
か
ら
の
解
放
を
目
的
と
し

て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
亜
細
亜
公
論
輪
の
創
刊
は
、
日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略
か
ら
の
解
放
で
は
な
く
、
改
善
を
求
め
て

い
く
全
く
新
し
い
タ
イ
プ
の
相
互
連
帯
が
登
場
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
同
隣
代
に
成
立
し
て
い
た
共
産
主
義
を
共
通
理
念
と
す
る
連
帯
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
一
世
で
い
え
ば
、

両
者
は
相
容
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
『
亜
細
亜
公
論
』
の
執
筆
者
は
、
各
国
の
留
学
生
や
知
識
人
に
加
え
て
、
日
本
人
で
は
政
治
家
、
大
学
教
員
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
企
業
家

が
参
加
す
る
な
ど
多
彩
で
あ
る
。
そ
の
反
面
、
当
時
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
連
な
る
共
産
主
義
運
動
を
展
開
し
て
い
た
人
物
の
参
加
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
い
。
彰
華
英
程
度
し
か
該
当
者
が
い
な
か
っ
た
台
湾
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
金
若
水
ら
朝
鮮
人
共
産
主
義
者
の
参
加
も
皆
無
で
あ
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③

り
、
た
だ
日
本
人
の
佐
野
学
が
一
度
だ
け
寄
稿
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
加
え
て
、
『
亜
細
亜
公
論
』
の
経
営
者
で
あ
る
柳
泰
慶
は
雑
誌
上
で
二
度
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
連
な
る
共
産
主
義
運
動
を
批
判
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
韓
人
社
会
党
の
援
助
を
得
て
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
誌
『
前
進
隔
を
発
行
し
て
い
た
在
日
朝
鮮
人
社
会
主
義
者
で
あ
る
†
煕
踏
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

し
て
は
、
自
身
の
虚
栄
の
た
め
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
し
て
お
り
、
「
憂
ふ
可
き
も
の
」
だ
と
批
判
し
て
い
る
。
な
ぜ
柳
泰
慶
が

共
産
主
義
運
動
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
た
の
か
は
史
料
が
限
ら
れ
て
お
り
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
『
亜
細
亜
公
論
』
経
営
者

の
仁
山
慶
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
を
頂
点
と
す
る
共
産
主
義
運
動
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
各
国
の
共
産
主
義
者
が
『
亜
細
亜
公
論
』
に
ほ
と

ん
ど
参
加
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
鑑
み
る
に
、
共
産
主
義
を
共
通
理
念
と
す
る
相
互
連
帯
と
『
亜
細
亜
公
論
』
の
関
係
が
良
好
で
は
な
か
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
コ
ス
モ
倶
楽
部
や
暁
民
会
と
い
っ
た
東
ア
ジ
ア
知
識
人
が
多
数
出
入
り
し
て
い
た
日
本
の
社
会
主
義
系
思
想
団

体
に
参
加
し
て
い
た
人
物
と
、
『
亜
細
亜
公
論
』
執
筆
者
が
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
柳
泰
慶
は
、
共
産
主
義

運
動
と
距
離
を
と
っ
て
い
た
知
識
人
や
留
学
生
を
結
集
さ
せ
る
た
め
の
受
け
皿
と
し
て
、
『
亜
網
亜
公
論
』
を
創
刊
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　
そ
の
意
味
で
、
『
亜
細
亜
公
論
』
の
成
立
過
程
は
一
九
一
五
年
以
来
の
朝
鮮
、
台
湾
、
中
国
民
族
運
動
の
相
互
連
帯
が
、
ロ
シ
ア
革
命
と
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
創
設
を
契
機
と
し
て
分
化
し
て
い
く
過
程
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
点
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
『
亜
細
亜
公
論
』
に
寄

稿
し
た
日
本
、
朝
鮮
、
申
国
、
台
湾
、
イ
ン
ド
人
ら
の
経
歴
や
思
想
傾
向
、
人
的
な
繋
が
り
な
ど
を
精
密
に
追
及
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
次

稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

①
本
稿
で
は
、
朝
鮮
、
台
湾
、
中
国
民
族
が
結
集
し
た
際
、
台
湾
人
が
中
国
を
祖

　
回
視
し
、
中
国
の
運
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
台
湾
の
解
放
を
図
る
「
祖
国

　
派
偏
の
問
題
が
ど
う
作
用
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
史
料
的
制
約
も
あ
り
検
討

　
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
（
「
祖
国
派
」
に
つ
い
て
は
前
掲
若
林
正
丈
『
台
湾

　
抗
日
運
動
史
研
究
（
増
補
版
）
睡
、
一
六
七
～
一
七
七
頁
を
参
照
）
。
こ
れ
に
つ
い

　
て
は
今
後
の
課
題
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
現
時
点
で
ひ
と
つ
だ
け
指
摘
で
き
る

　
こ
と
は
、
朝
鮮
人
側
は
台
湾
人
と
中
国
人
を
別
々
の
民
族
と
し
て
明
確
に
区
別
し

　
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
新
亜
同
盟
党
に
関
す
る
朝
鮮
人
の
金
鍛
沫
の
回
顧
や
上
海

　
派
高
麗
共
塵
党
の
文
書
は
、
い
ず
れ
も
中
国
人
と
台
湾
人
を
区
鋼
し
て
記
し
て
い

　
る
。
こ
れ
は
、
新
雨
同
盟
党
に
台
湾
人
参
導
者
が
あ
っ
た
こ
と
に
関
し
て
一
切
言

　
及
し
て
い
な
い
中
国
人
の
黄
玉
民
の
回
想
録
と
は
対
照
的
で
あ
る
σ

②
詳
し
く
は
、
は
じ
め
に
の
註
③
の
『
亜
細
亜
公
論
』
に
関
す
る
諸
論
文
を
参
沼
…
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さ
れ
た
い
。

③
佐
野
学
「
弱
小
民
族
の
搾
取
と
資
本
主
義
」
隅
亜
細
亜
公
論
葱
第
二
巻
第
一
号
、

　
一
九
二
三
年
一
月
、
一
〇
三
～
～
〇
五
頁
。

④
「
小
鍋
共
産
党
」
『
亜
細
亜
公
論
隔
第
一
巻
第
三
号
、
一
九
エ
エ
年
七
月
、
八

　
翻
頁
、
柳
泰
慶
門
朝
鮮
留
学
生
の
過
去
及
現
在
」
『
亜
細
亜
公
弘
豊
第
一
巻
第
七

　
号
、
一
九
二
二
年
一
〇
月
。

⑤
前
掲
枷
泰
零
丁
朝
鮮
留
学
生
の
過
去
及
現
在
」
、
六
三
頁
。
木
煕
踏
発
行
の

　
㎎
前
進
語
に
関
し
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
在
日
朝
鮮
人
黎
学
生
山
卜
三
二
の
軌
跡
」
、

　
五
五
～
六
〇
習
貝
を
参
沼
…
。
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付
表
　
「
新
亜
同
盟
党
参
加
者
～
覧
」

民
　
　
族

名
　
　
前

出
　
　
典

朝
鮮
（
二
十
名
）

河
相
術
、
張
徳
秀

黄
、
内
、
金
、
新

申
翼
煕

黄

洪
震
義
、
間
度
演

内
、
新

金
綴
沫
、
崔
益
俊
、
ヂ
顯
鎭
、
鄭
魯
提
、
金
明
植

金
、
新

金
良
沫

金

金
永
鰹
、
金
成
麗
、
白
南
杢
、
崔
八
仙
、
李
燦
鍋
、
李
重
国
洪
斗
拘
、
梁
鐘
叔
、
田
栄
澤

新

台
湾
（
二
名
）

察
国
禎
（
回
国
珍
）

内

彰
華
英

金

中
国
（
十
名
）

黄
介
民

黄
、
内
、
金

郡
潔
民

黄
、
金

陳
其
尤
、
王
希
天
、
易
梢
、
余
薫
之
、
察
北
命

黄

娩
薦
楠

内
、
新

羅
酪
、
謝
扶
雅

金

備
考
　
黄
1
1
黄
紀
陶
「
黄
介
民
同
志
伝
録
」
、
内
1
1
内
務
省
警
保
局
保
安
課
「
朝
鮮
人
概
況
第
一
」
、
金
桂
欄
遽
紙
金
三
脚
匝
、

　
　
　
新
－
一
「
新
亜
同
盟
党
組
織
二
関
ス
ル
件
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
疏
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
）



reg：iona豆officials　return　and　assemb至e　at　the　court（酌σs肋朝集）during　the

second　month．　This　system　is　thought　to　have　been　established　in　the　western

provinces　by　the　time　of　the　reigR　of　Emperor　Suiko　and　expanded　to　cover　the

eastern　and　home　provinces　at　the　time　of　the　Taika　Reformation．

　　The　regional　systems　of　rule　B　and　C　differed　in　the　sense　that　the　former　was

public　and　the　latter　private，　but　they　both　traced　their　origin　to　the　mlyake

established　witltin　tlte　territory　of　tlte　1｛oku20一，　and　both　were　organized　into

sixty　households．

　　The　edicts　of　the　Taika　Reformation　that　stipulated　the　establishment　of　the

gun　incorporated　systems　B　and　C　with　A　in　the　kohuzo一　territory，　and　employed

a　numerical　conversion　of　anomalous　regional　organization　of　dual　systems　of

sixty　or　eighty　households　into　a　unified　system　of　ri里（settlements　also　ea｝｝ed

sato）．　The　establishment　of　the　gun（written郡or評）was　primarily圭ntended　as

the　principle　vehicle　in　implementing　a　new　fifty－household　system　of

organization．　The　system　of　provincial　government　prior　to　the　Taika

Reformation，　which　can　be　reconstructed　from　the　edicts　of　the　Reforms　that

stipulated　the　formation　of　the　gun，　corresponds　with　the　theory　of　Sonoda　K6yrt

薗田香融who　saw　the　dual　structure　of　tax　systems　of　the　n’tsuf3tO　state　as

traceable　to　the　period　prior　to　the　Taika　Reforrnation．

A　Tentative　Study　of　lntemational　Cooperation　between

　　　　the　Korean　and　Taiwanese　National　Movements

　　during　the　Colonial　Period，　Focusing　en　lts　Origins

　　and　Transformation　Process　during　the　lnitial　Stage

by

ONO　Yasuteru

　　Among　the　studies　of　the　Rational　movements　in　Korea　and　Taiwan　during

colonial　period　there　have　been　some　studies　that　pay　attention　to　the

relationship　between　social　movements　in　imperial　Japan　and　China，　which　a

major　place　of　asylum，　but　these　studies　have　seldom　touched　on　the

relationship　between　the　national　movements　of　Korea　and　Taiwan．　The

historical　reality　of　the　relationship　thus　remains　unclear．　The　purpose　of　this
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study　is　to　elucidate　kow　international　cooperation　between　the　natioRal

liberation　movements　in　colonial　Korea　and　Taiwan　began　and　how　they

changed　over　time．

　　Tke　first　interaction　of　the　Koreans　and　Taiwanese　after　their　colonization

took　place　in　the　middle　of　the　second　decade　of　the　20th　ceRtury　in　Tokyo．　The

New　Asian　Alliance　Party，　which　was　formed　in　1915，　was　a　secret　society

created　through　the　cooperatioR　of　exchange　students　from　Korea，　Taiwan，　and

China　whose　aim　was　liberating　Asia　from　the　Japanese　invasion．　IR　the　process

of　building　ties　between　Korean，　Chinese，　and　TaiwaRese　exchange　students，　it

was　the　Chinese　students　who　played　the　leading　role．

　　The　New　Asian　AlliaRce　Party　was　force　to　disband　in　1917　under　pressure

from　the　Japanese　police，　and　the　KoreaR　and　Chinese　exchange　students

returned　to　their　home　countries．　The　Taiwanese　students　on　the　other　hand

remained　in　Japan　and　grew　into　the　core　of　the　Taiwanese　national　movemeRt，

However，　they　again　established　international　cooperation．

　　The　Comintern，　whick　was　founded　in　1919，　paid　considerably　attention　to　the

national　movements　in　Korea　and　China　in　order　to　promote　the　revolutionary

movement　in　East　Asia．　The　Korea　and　Chinese　exchange　studeRts　who　had

formed　the　New　Asian　Alliance　Party　received　funding　from　the　Comintern　and

founded　communist　orgaRizations．　On　the　other　hand，　the　Taiwanese　exchange

students　who　had　participated　in　the　New　Asian　AIIiance　Party　also　received

funds　from　Comintern　and　attempt　to　form　the　Taiwanese　Communist　Party．

The　exchange　students　who　had　joined　the　New　Asian　Alliance　Party　then

travelled　to　Shanghai　in　1921　where　they　were　reunited　under　the　communist

banRer．　Thereafter，　throughout　the　1920s　they　continued　their　interchanges

maintaining　communism　as　their　ideal．

　　The　lnternational　cooperation　between　the　peoples　of　Korea，　Taiwan，　and

Ckina　that　had　begun　in　this　manner　iR　Tokyo　in　1915　with　the　goal　of　liberating

Asia　from　the　Japanese　invasioR　was　transformed　into　an　iRtemational

cooperation　guided　by　the　shared　ideal　of　communism　amidst　changes　in　the

international　situation　in　the　form　of　the　creation　of　the　CominterR，　and　its

center　shifted　from　Tokyo　to　Shanghai，　the　new　center　of　the　East　Asian

revolutionary　movement．
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